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陸上競技部・
大
お お か わ

川歩
あ ゆ む

夢選手
関東学生連合チーム
メンバーとして
箱根駅伝
６区を走破！

経済
2年（ )

■� ご寄付いただける書籍が次のとおり変更されました。 
�・ISBN（国際標準図書番号）が付与された2010年以降発行の書籍 
・��ISBN（国際標準図書番号）が付与された2010年以前発行の書籍で、 

かつ古本募金提携業者の「おためし査定」サイトにて「買取価格」に値段がついているもの 

■ �電話申込代行 
�制度変更により、提携業者の電話受付は廃止され、WEB申込のみとなりました。 
WEB申込のご利用が難しい方には、本学図書館が電話による代行申込を受け付けます。

■ �「書籍寄付受領書」の送付方法が郵送からメール送信に変更されました。

Ｔ Ｋ Ｕ 古 本 募 金 サ イト が
リ ニ ュ ー ア ル し ま し た！

東京経済大学　図書課
TEL : 042-328-7764　E-mail : library@s.tku.ac.jp

東京経済大学　経理課
TEL : 042-328-7737　E-mail : keiri@s.tku.ac.jp

2017年12月に始動しました「TKU古本募金」
プロジェクトは、2020年12月31日現在、272件・
900,149円（累計）のご寄付をいただきました。

みなさまのご厚情に深く
感謝申し上げます。  

創立120 周年記念事業募金寄付者の顕彰
御芳名を刻銘し、末永く顕彰させていただきます。

　　● 個人の方 ・・・ 1 万円以上
　　● 法人の方 ・・・100 万円以上
　　● 団体の方 ・・・ 30 万円以上
                                       （ご希望により匿名扱いも承ります）
創立120周年記念事業募金受付は、2021年3月末日までです。皆様からの一層のご協力をお願いいたします。

写真は進一層館改修工事寄付者御芳名板です。
このような芳名板を作製予定です。

上のQRコードから、
ぜひご回答をお願いします。

アンケートにお答えいただいた方の中
から抽選で10名様に粗品（東経大グッ
ズ）をプレゼントさせていただききます。

※コロナ禍のため2020年5月～10月は申込受付を停止しておりました。

● �東京経済大学 大学報�
第53巻第2号（新春号）�
 アンケート

コロナ禍の影響により、古本募金制度に下記の変更があります。

TKU 古本募金に関するお問い合わせ

寄付・免税措置に関するお問い合わせ

名誉教授の称号授与式、 
新たに４名に名称を贈呈　

２０２０年９月２９日（火）、名
誉教授の称号授与式を学長
室で行い、岡本英男学長よ
り出席された３名の先生方
一人ひとりに、稱号記（しょ
うごうき）が手渡されまし
た。今年度名誉教授の称号
を贈られたのは、次の４名
の先生方で、長年にわたり本学に貢献された実績を称え名称
が贈呈されました。例年は５月に実施される当授与式ですが、
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、９月の実施と
なりました。

・余
あ ま べ

部　福
ふくぞう

三  名誉教授
１９８７年から３３年間、授業では外国史などを担当され、全学
共通教育センター長をはじめとする要職を歴任されました。

・小
こ じ ま

島　 寛
　ゆたか

 名誉教授
１９７９年から４１年間、授業では経済発展の理論などを担当さ
れ、経済学研究科委員長を務められました。

・陣
じんない

内　良
よしあき

昭  名誉教授
１９８４年から３６年間、授業では財務会計論などを担当され、
経営学部長、副学長をはじめとする要職を歴任され、会計
プロフェッショナルプログラムの運営にもご尽力されました。

・武
たけわき

脇　 誠
　まこと

 名誉教授
１９９６年から２３年間、授業では管理会計論などを担当され、
経営学部長のほか、会計プロフェッショナルプログラム座長
としてご尽力されました。
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古本募金について 申込サイト

写真左から
余部先生 ／ 岡本学長 ／ 小島先生／ 陣内先生



明
ら
か
で
あ
り
、
私
た
ち
の
思
考
法
や
行

動
を「
私
た
ち
の
地
球
が
第
一
」と
い
う
か

た
ち
に
シ
フ
ト
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、２
０
１
５
年
の
国
連
総

会
で
全
加
盟
国
が
合
意
し
、
私
た
ち
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
共
通

の
課
題
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
貧
困
と
飢
餓

に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
、国
内
的
・
国
際
的

な
不
平
等
と
戦
う
こ
と
、平
和
で
公
正
か

つ
包
摂
的
な
社
会
を
う
ち
立
て
る
こ
と
、

人
権
を
保
護
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
・

女
児
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
、

地
球
と
天
然
資
源
の
永
続
的
な
保
護
を
確

保
す
る
こ
と
、持
続
可
能
で
、包
摂
的
な
経

済
成
長
を
図
る
こ
と
、共
有
さ
れ
た
繁
栄

お
よ
び
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
の
た
め
の
条
件
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を

掲
げ
た
こ
と
は
、画
期
的
意
義
を
も
つ
。
市

民
の
安
寧
の
た
め
に
各
国
政
府
が
協
調
し

合
い
、地
球
に
宿
る
他
の
生
命
と
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
つ
つ
存
続
し
て
い
く
世
界
を
私
た

ち
人
類
は
目
的
意
識
的
に
追
求
し
始
め
た

と
言
っ
て
よ
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
核
と
す
る
国
連
決
議「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」の
タ
イ
ト
ル
は「
私
た
ち
の
世
界
を

変
革
す
る
」と
な
っ
て
お
り
、こ
の
タ
イ
ト

ル
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
変
革
の
た
め
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

極
度
の
貧
困
だ
け
で
な
く
、格
差
が
要
因
と

な
る
各
国
内
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
は
、

社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、限
り
あ
る
資
源
と
地
球
の
容
量
の
な

か
で
、増
大
す
る
世
界
人
口
を
支
え
る
に
は
、

現
在
の
食
糧
生
産
の
仕
組
み
を
変
革
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。さ
ら
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
に
関
す
る
仕
組
み
の
変
革
は
、気
象
変

動
対
策
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
よ
う

に
、変
革
な
し
で
は
持
続
可
能
な
世
界
を
築

き
得
な
い
の
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
形
の

変
革
が
望
ま
し
い
の
か
を
考
案
す
る
の
が

私
た
ち
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
機
関

の
役
割
で
あ
る
、と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

全
地
球
倫
理
に
基
づ
い
て
持
続
可
能
な

世
界
を
築
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
言

う
は
易
し
行
う
は
難
し
」の
典
型
例
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し「
地
球
規
模

の
連
帯
の
精
神
」と
い
か
な
る
困
難
な
課
題

で
あ
っ
て
も
ひ
る
む
こ
と
な
く
挑
戦
す
る「
進

一
層
の
精
神
」で
も
っ
て
、本
学
は
、教
育
・

研
究
機
関
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
一

翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
皆

様
に
も
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。　

東京経済大学 
学長  
岡本 英男

学校法人東京経済大学 
理事長  
菅原 寛貴

理
事
長
・
学
長
　
新
年
の
あ
い
さ
つ

本
学
の
S
D
Gs
宣
言
に
向
け
て

 

　
　
　
―
な
ぜ
、い
ま
S
D
G
s
宣
言
が
必
要
な
の
か
―　
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岡
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Ｇ
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と
はS

u
s

t
a
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a

b
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D
evelopm

en
t G

oals 

の
略
語
で
あ

り
、ふ
つ
う「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」と
訳

さ
れ
る
。
２
０
１
５
年
の
国
連
総
会
で
全
加

盟
国
が
合
意
し
、２
０
３
０
年
ま
で
に
経
済
、

社
会
、環
境
の
３
側
面
に
お
い
て
持
続
可
能

な
世
界
の
実
現
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

夏
休
み
前
に
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
委

員
会
か
ら
、
東
京
経
済
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣

言
の
準
備
に
あ
た
っ
て
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
要
請
を
受
け

た
と
き
、
私
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
に
全
面

的
に
賛
成
し
、次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
た
。

　
「
東
京
経
済
大
学
は
、２
０
１
５
年
９
月

の
国
連
総
会
に
て
採
択
さ
れ
た
『私
た
ち
の

世
界
を
変
革
す
る-

持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』で
掲
げ
ら

れ
た
理
念
、す
な
わ
ち
『誰
一
人
置
き
去
り

に
す
る
こ
と
な
く
、す
べ
て
の
人
間
が
尊
厳

と
平
等
の
下
に
、そ
し
て
健
康
な
環
境
の
下

に
、そ
の
持
て
る
潜
在
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
目
指
す
』と
い
う
理
念

に
深
く
共
鳴
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）の
達
成
に
向
け
た
教
育
・
研
究

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

　

私
は
日
頃
か
ら
学
生
た
ち
に
、単
な
る

生
活
者
や
経
済
人
で
は
な
く
、
共
同
体
に

責
任
を
持
つ
、
共
同
体
全
体
を
考
え
る
政

治
的
に
成
熟
し
た
市
民
を
目
指
し
て
ほ
し

い
、と
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
今
日
切
実
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、利
己
主
義
で

は
な
く
利
他
主
義
で
あ
り
、
私
た
ち
自
身

が
他
者
の
立
場
や
境
遇
に
思
い
を
至
ら
せ
、

配
慮
で
き
る
人
間
に
な
り
う
る
か
ど
う
か

が
社
会
の
存
続
に
と
っ
て
決
定
的
重
要
性

を
持
つ
、と
何
度
も
言
っ
て
き
た
。
実
際
に

は
、共
同
体
全
体
を
考
え
る
政
治
的
に
成

熟
し
た
市
民
に
な
る
こ
と
も
、利
己
主
義

で
は
な
く
利
他
主
義
的
に
振
る
舞
う
こ
と

も
非
常
に
難
し
い
。
私
た
ち
は
ど
う
し
て
も

「
自
分
が
第
一
」「
わ
が
社
が
第
一
」「
わ
が
国

が
第
一
」と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
よ
う
な
私
た
ち
の
考
え
や
行
動
が
、さ

ま
ざ
ま
な
紛
争
と
格
差
、地
球
環
境
の
悪

化
、
気
候
変
動
問
題
を
生
ん
で
い
る
の
は

2021年の新春を迎えて

　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。皆様には平素より本学へ
のご支援・ご厚情を賜り、有り難く厚く御礼申し上げます。
　昨年は年初より新型コロナウイルス感染症の世界的拡大・流行の
影響を受け、本学も感染症の拡大を防ぐ観点より国分寺・武蔵村山
キャンパスを閉鎖し、授業はウェブを中心とした展開となりました。 
4月当初は慣れない取り組みに学生および教職員の皆さんには大変なご 
努力・ご苦労を頂きました。9月の第2学期からは対面授業とウェブ
授業との併用で、教室や図書館などキャンパス内に学生諸君の姿を 
見かけるようになり大変嬉しく感じています。早期に本来の元気で
自由なキャンパスライフが取り戻せることを念じて止みません。
　そのような最中にあって、10月23日、本学は創立120周年を迎え
ることができました。120周年記念事業の中核である第2次キャンパ
ス整備計画はマスタープランに基づき2020年度より基本計画の検討
から基本設計・発注に至るプロセスに有りましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により1年間先送りとなりました。創立120周年記
念特別展示「東京経済大学120年と創立者大倉喜八郎」は10月3日
から25日まで大倉集古館にて開催され、数多くの集客を得て無事終
了となりました。また、『東京経済大学百二十年史』の編纂は「資料編
第一巻」を11月に刊行するなど着々と取り組みが進んでいます。創
立120周年記念シンポジウム「コロナ危機をバネに大転換」や本学図
書館の講演会・展示も三密を避けながら無事開催することができま
した。創立120周年の記念日に合わせて計画された「新次郎池周辺整
備」は10月27日に竣工式を迎えました。併せて故・向井武文先生の
ご親族からのご寄付により計画された新名称「向井坂」も歩きやす
く綺麗に整備されました。学生、卒業生、地域の皆様にとって、ご
縁を結ぶ、憩いの場となることを願っています。

木洩れ日に面影しのぶ向い坂

　以上の記念事業はこれまでご協力いただきました「東京経済大学
創立120周年記念事業募金」の寄付金に依るところが大であり、各方
面沢山の方々のご理解とご賛同につきまして深甚なる感謝を申し上
げる次第です。3月まで残されました募金の募集期間、なお一層のご
協力を頂ければ幸いです。
　2021年の新春を迎え、今年は「自律自戒」、自らの健康を守り、新
型コロナウイルス感染症の閉塞感を打ち破り、「新中期計画」と「新構
想」による本学の新たな出発点を是非とも築き上げたいと考えます。
皆様方のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。

新たな一年、出発に際して

　皆様、あけましておめでとうございます。
　1900年創設の大倉商業学校を淵源とする本学は、 
昨年10月23日に創立120周年を迎えました。コロナ
禍のために、「創立120周年記念式典・祝賀会」は中止
となりましたが、120周年を記念する各種セミナー・
シンポジウム、展示会等はオンラインなどさまざまな
工夫をこらしながら開催することができました。
　また授業も、第１学期こそ感染症拡大を防ぐため
に全面オンラインで行わざるを得ませんでしたが、
第２学期には少人数授業やゼミなどは一部対面で行
うことができました。この第２学期の対面授業の経
験を生かして、2021年度の授業は一部大規模講義を
除いて原則対面で行う予定であり、今その準備をし
ているところです。
　昨年4月に新構想策定委員会から私宛に「2020年を
起点とした10年後を見据えた新構想」答申が提出され
たことはすでに皆様に報告いたしましたが、現在その
答申を受けて、新構想具現化検討委員会が、多文化共
生作業部会、ゼミ・カリキュラム改革作業部会など、
各作業部会を設けて、それぞれのテーマに即して、具
体的な改革案を練っているところです。私はこれらの
改革案を「学長新構想」として全学的観点からまとめ
上げ、それに沿って本学の教学改革を進めていくつも
りでいます。
　なお、本誌の別稿にて、私は本学において「本学の
SDGs宣言に向けて ―なぜ、いまSDGs宣言が必要な
のか―」を述べていますが、本年3月までには全学の
構成員の声を十分に反映した「東京経済大学版SDGs宣
言」と「東京経済大学SDGs行動憲章」を制定し、そ
れをウェブサイト上に公開する予定でいます。
　以上述べてきましたように、コロナ禍の逆境下にお
いても本学が誇るアカデミズムの精神はさまざまなか
たちで発露され、将来に向けた教学改革は滞ることな
く進展しています。皆様方の一層のご理解とご協力を、
宜しくお願い申し上げます。
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明
ら
か
で
あ
り
、
私
た
ち
の
思
考
法
や
行

動
を「
私
た
ち
の
地
球
が
第
一
」と
い
う
か

た
ち
に
シ
フ
ト
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、２
０
１
５
年
の
国
連
総

会
で
全
加
盟
国
が
合
意
し
、
私
た
ち
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
共
通

の
課
題
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
貧
困
と
飢
餓

に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
、国
内
的
・
国
際
的

な
不
平
等
と
戦
う
こ
と
、平
和
で
公
正
か

つ
包
摂
的
な
社
会
を
う
ち
立
て
る
こ
と
、

人
権
を
保
護
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
・

女
児
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
、

地
球
と
天
然
資
源
の
永
続
的
な
保
護
を
確

保
す
る
こ
と
、持
続
可
能
で
、包
摂
的
な
経

済
成
長
を
図
る
こ
と
、共
有
さ
れ
た
繁
栄

お
よ
び
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
の
た
め
の
条
件
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を

掲
げ
た
こ
と
は
、画
期
的
意
義
を
も
つ
。
市

民
の
安
寧
の
た
め
に
各
国
政
府
が
協
調
し

合
い
、地
球
に
宿
る
他
の
生
命
と
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
つ
つ
存
続
し
て
い
く
世
界
を
私
た

ち
人
類
は
目
的
意
識
的
に
追
求
し
始
め
た

と
言
っ
て
よ
い
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
核
と
す
る
国
連
決
議「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」の
タ
イ
ト
ル
は「
私
た
ち
の
世
界
を

変
革
す
る
」と
な
っ
て
お
り
、こ
の
タ
イ
ト

ル
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
変
革
の
た
め
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

極
度
の
貧
困
だ
け
で
な
く
、格
差
が
要
因
と

な
る
各
国
内
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
は
、

社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、限
り
あ
る
資
源
と
地
球
の
容
量
の
な

か
で
、増
大
す
る
世
界
人
口
を
支
え
る
に
は
、

現
在
の
食
糧
生
産
の
仕
組
み
を
変
革
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。さ
ら
に
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
に
関
す
る
仕
組
み
の
変
革
は
、気
象
変

動
対
策
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。こ
の
よ
う

に
、変
革
な
し
で
は
持
続
可
能
な
世
界
を
築

き
得
な
い
の
で
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
形
の

変
革
が
望
ま
し
い
の
か
を
考
案
す
る
の
が

私
た
ち
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
機
関

の
役
割
で
あ
る
、と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

全
地
球
倫
理
に
基
づ
い
て
持
続
可
能
な

世
界
を
築
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
言

う
は
易
し
行
う
は
難
し
」の
典
型
例
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し「
地
球
規
模

の
連
帯
の
精
神
」と
い
か
な
る
困
難
な
課
題

で
あ
っ
て
も
ひ
る
む
こ
と
な
く
挑
戦
す
る「
進

一
層
の
精
神
」で
も
っ
て
、本
学
は
、教
育
・

研
究
機
関
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
一

翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
皆

様
に
も
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。　

東京経済大学 
学長  
岡本 英男

学校法人東京経済大学 
理事長  
菅原 寛貴

理
事
長
・
学
長
　
新
年
の
あ
い
さ
つ

本
学
の
S
D
Gs
宣
言
に
向
け
て

 

　
　
　
―
な
ぜ
、い
ま
S
D
G
s
宣
言
が
必
要
な
の
か
―　

   　
　

 

学
長　

岡
本 

英
男

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
はS

u
s

t
a

in
a

b
le

 

D
evelopm

en
t G

oals 
の
略
語
で
あ

り
、ふ
つ
う「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」と
訳

さ
れ
る
。
２
０
１
５
年
の
国
連
総
会
で
全
加

盟
国
が
合
意
し
、２
０
３
０
年
ま
で
に
経
済
、

社
会
、環
境
の
３
側
面
に
お
い
て
持
続
可
能

な
世
界
の
実
現
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

夏
休
み
前
に
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
委

員
会
か
ら
、
東
京
経
済
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣

言
の
準
備
に
あ
た
っ
て
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
要
請
を
受
け

た
と
き
、
私
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
に
全
面

的
に
賛
成
し
、次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
た
。

　
「
東
京
経
済
大
学
は
、２
０
１
５
年
９
月

の
国
連
総
会
に
て
採
択
さ
れ
た
『私
た
ち
の

世
界
を
変
革
す
る-

持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』で
掲
げ
ら

れ
た
理
念
、す
な
わ
ち
『誰
一
人
置
き
去
り

に
す
る
こ
と
な
く
、す
べ
て
の
人
間
が
尊
厳

と
平
等
の
下
に
、そ
し
て
健
康
な
環
境
の
下

に
、そ
の
持
て
る
潜
在
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
を
目
指
す
』と
い
う
理
念

に
深
く
共
鳴
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）の
達
成
に
向
け
た
教
育
・
研
究

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

　

私
は
日
頃
か
ら
学
生
た
ち
に
、単
な
る

生
活
者
や
経
済
人
で
は
な
く
、
共
同
体
に

責
任
を
持
つ
、
共
同
体
全
体
を
考
え
る
政

治
的
に
成
熟
し
た
市
民
を
目
指
し
て
ほ
し

い
、と
述
べ
て
き
た
。
そ
し
て
今
日
切
実
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、利
己
主
義
で

は
な
く
利
他
主
義
で
あ
り
、
私
た
ち
自
身

が
他
者
の
立
場
や
境
遇
に
思
い
を
至
ら
せ
、

配
慮
で
き
る
人
間
に
な
り
う
る
か
ど
う
か

が
社
会
の
存
続
に
と
っ
て
決
定
的
重
要
性

を
持
つ
、と
何
度
も
言
っ
て
き
た
。
実
際
に

は
、共
同
体
全
体
を
考
え
る
政
治
的
に
成

熟
し
た
市
民
に
な
る
こ
と
も
、利
己
主
義

で
は
な
く
利
他
主
義
的
に
振
る
舞
う
こ
と

も
非
常
に
難
し
い
。
私
た
ち
は
ど
う
し
て
も

「
自
分
が
第
一
」「
わ
が
社
が
第
一
」「
わ
が
国

が
第
一
」と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
よ
う
な
私
た
ち
の
考
え
や
行
動
が
、さ

ま
ざ
ま
な
紛
争
と
格
差
、地
球
環
境
の
悪

化
、
気
候
変
動
問
題
を
生
ん
で
い
る
の
は

2021年の新春を迎えて

　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。皆様には平素より本学へ
のご支援・ご厚情を賜り、有り難く厚く御礼申し上げます。
　昨年は年初より新型コロナウイルス感染症の世界的拡大・流行の
影響を受け、本学も感染症の拡大を防ぐ観点より国分寺・武蔵村山
キャンパスを閉鎖し、授業はウェブを中心とした展開となりました。 
4月当初は慣れない取り組みに学生および教職員の皆さんには大変なご 
努力・ご苦労を頂きました。9月の第2学期からは対面授業とウェブ
授業との併用で、教室や図書館などキャンパス内に学生諸君の姿を 
見かけるようになり大変嬉しく感じています。早期に本来の元気で
自由なキャンパスライフが取り戻せることを念じて止みません。
　そのような最中にあって、10月23日、本学は創立120周年を迎え
ることができました。120周年記念事業の中核である第2次キャンパ
ス整備計画はマスタープランに基づき2020年度より基本計画の検討
から基本設計・発注に至るプロセスに有りましたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により1年間先送りとなりました。創立120周年記
念特別展示「東京経済大学120年と創立者大倉喜八郎」は10月3日
から25日まで大倉集古館にて開催され、数多くの集客を得て無事終
了となりました。また、『東京経済大学百二十年史』の編纂は「資料編
第一巻」を11月に刊行するなど着々と取り組みが進んでいます。創
立120周年記念シンポジウム「コロナ危機をバネに大転換」や本学図
書館の講演会・展示も三密を避けながら無事開催することができま
した。創立120周年の記念日に合わせて計画された「新次郎池周辺整
備」は10月27日に竣工式を迎えました。併せて故・向井武文先生の
ご親族からのご寄付により計画された新名称「向井坂」も歩きやす
く綺麗に整備されました。学生、卒業生、地域の皆様にとって、ご
縁を結ぶ、憩いの場となることを願っています。

木洩れ日に面影しのぶ向い坂

　以上の記念事業はこれまでご協力いただきました「東京経済大学
創立120周年記念事業募金」の寄付金に依るところが大であり、各方
面沢山の方々のご理解とご賛同につきまして深甚なる感謝を申し上
げる次第です。3月まで残されました募金の募集期間、なお一層のご
協力を頂ければ幸いです。
　2021年の新春を迎え、今年は「自律自戒」、自らの健康を守り、新
型コロナウイルス感染症の閉塞感を打ち破り、「新中期計画」と「新構
想」による本学の新たな出発点を是非とも築き上げたいと考えます。
皆様方のご理解とご協力を宜しくお願い申し上げます。

新たな一年、出発に際して

　皆様、あけましておめでとうございます。
　1900年創設の大倉商業学校を淵源とする本学は、 
昨年10月23日に創立120周年を迎えました。コロナ
禍のために、「創立120周年記念式典・祝賀会」は中止
となりましたが、120周年を記念する各種セミナー・
シンポジウム、展示会等はオンラインなどさまざまな
工夫をこらしながら開催することができました。
　また授業も、第１学期こそ感染症拡大を防ぐため
に全面オンラインで行わざるを得ませんでしたが、
第２学期には少人数授業やゼミなどは一部対面で行
うことができました。この第２学期の対面授業の経
験を生かして、2021年度の授業は一部大規模講義を
除いて原則対面で行う予定であり、今その準備をし
ているところです。
　昨年4月に新構想策定委員会から私宛に「2020年を
起点とした10年後を見据えた新構想」答申が提出され
たことはすでに皆様に報告いたしましたが、現在その
答申を受けて、新構想具現化検討委員会が、多文化共
生作業部会、ゼミ・カリキュラム改革作業部会など、
各作業部会を設けて、それぞれのテーマに即して、具
体的な改革案を練っているところです。私はこれらの
改革案を「学長新構想」として全学的観点からまとめ
上げ、それに沿って本学の教学改革を進めていくつも
りでいます。
　なお、本誌の別稿にて、私は本学において「本学の
SDGs宣言に向けて ―なぜ、いまSDGs宣言が必要な
のか―」を述べていますが、本年3月までには全学の
構成員の声を十分に反映した「東京経済大学版SDGs宣
言」と「東京経済大学SDGs行動憲章」を制定し、そ
れをウェブサイト上に公開する予定でいます。
　以上述べてきましたように、コロナ禍の逆境下にお
いても本学が誇るアカデミズムの精神はさまざまなか
たちで発露され、将来に向けた教学改革は滞ることな
く進展しています。皆様方の一層のご理解とご協力を、
宜しくお願い申し上げます。
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期間中配布されたパンフレットの表紙

展示会パンフレットより（16頁）

東京経済大学の誕生では、新制大学への昇格の
ため、学生と卒業生が積極的に寄付に応じたこ
とを物語る「寄付金受領書」などの資料も展示
された。

1階の展示の様子。伊藤博文揮毫の書額と、大倉土木株式会社の半
纏（ともに大成建設蔵）が展示された。

大倉喜八郎の葬儀時に張作霖から贈られた「弔旗」（大倉集古館蔵）
の展示の様子。

2階の展示室。

記
念
展
示
「
東
京
経
済
大
学
１
２
０
年
と
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
」の
開
催
に
つい
て

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業前

年
に
あ
た
る
1
8
9
8（
明
治
31
）年
、学
校

創
立
の
行
動
を
始
め
た
。そ
し
て
1
9
0
0
年
、

大
倉
商
業
学
校
は
創
立
、開
校
さ
れ
た
。

特
別
解
説
会 

第
2
回［
10
月
17
日（
土
）］

「『
大
倉
の
夜
学
』と
卒
業
生
」

講
師

：

米
山　

高
生

　

本
講
演
の
目
的
は
、戦
前
の
大
倉
の
夜
学
が

実
業
界
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
目
的
を
解
明
す
る
た
め
に
、残
存
す
る
史
料

に
も
と
づ
い
て
、大
倉
商
業
学
校
が
設
立
さ
れ

て
大
倉
高
等
商
業
学
校
に
昇
格
す
る
ま
で
の
期

間
の
、夜
学
卒
業
生
の
就
職
先（
勤
務
先
）を
明

ら
か
に
し
た
。

　

大
倉
商
業
学
校
の「
専
修
科
」卒
業
生
の
う

ち
、
夜
学
専
修
科
第
1
期
か
ら
第
16
期
卒
業

生
に
夜
学
高
等
科
第
1
期
卒
業
生
を
加
え
た

5
6
1
名
に
つ
い
て
卒
業
生
名
簿
が
残
っ
て
い

る
の
で
、夜
学
の
卒
業
生
の
勤
務
先
と
し
て
こ
の

名
簿
に
も
と
づ
い
て
勤
務
先
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
作
成
し
た
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、上
位
か
ら
銀
行

1
0
0
名
、保
険
44
名
、商
店
40
名
、製
造
40
名

と
な
っ
て
い
る
。
銀
行
、保
険
に
証
券
と
信
託
を

加
え
た
金
融
機
関
に
は
1
4
6
名
が
就
職
し
て

い
る
。
ま
た
商
店
に
商
社
、流
通
、商
業
を
加
え

る
と
62
名
で
あ
り
、金
融
と
流
通
を
合
わ
せ
る

と
2
0
8
名
が
就
職
し
て
い
る
。
な
お
大
倉
商

事
は
12
名
お
り
、商
社
の
大
半
を
占
め
て
い
た
。

　

主
要
な
勤
務
先
で
あ
っ
た
銀
行
の
内
訳
に
つ

い
て
、多
い
順
に
い
え
ば
、日
本
銀
行（
9
）、日

本
勧
業
銀
行（
9
）、三
菱
銀
行（
7
）、十
五
銀
行

乏
し
い
、ま
た「
内
外
貿
易
の
方
法
に
暗
い
」と

述
べ
て
い
る
。「
敢
為
勇
心
の
気
象
」と
は
、「
順

調
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、更
に
そ
の
機
運
に
乗

じ
て
更
に
一
歩
進
み
、あ
く
ま
で
進
む
こ
と
が

必
要
で
、と
く
に
難
関
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
障
害

が
現
れ
た
と
き
に
は
、あ
く
ま
で
勇ゆ
う
お
う
ま
い
し
ん

往
邁
進
し
、

そ
の
障
害
を
除
い
て
難
局
を
突
破
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
述
べ
た
精
神
で
あ
る
。「
内
外
貿

易
の
方
法
」に
つ
い
て
は
、日
本
商
人
は
国
内

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な「
居
商
」だ
が
、欧
米
商

人
の
よ
う
に
海
外
に
積
極
的
に
出
て
い
く「
出

商
」に
変
わ
る
べ
き
だ
と
話
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
基
は
、12
歳
か
ら
18
歳
ま

で
通
っ
た
郷
里
新
発
田
の
私
塾
で
育
ま
れ
た
。

儒
学
の
一
派
で
あ
る
陽
明
学
の「
知ち
こ
う
ご
う
い
つ

行
合
一
」と

い
う
行
動
主
義
的
な
思
想
に
親
近
感
を
抱
き
、

陽
明
学
の
入
門
書『
伝
習
録
』を
い
つ
も
手
近

に
置
き
、そ
の
教
え
が
自
分
の
腹
に
一
番
収
ま

る
と
喜
八
郎
は
言
っ
て
い
る
。
後
に
彼
は
こ
う

し
た
考
え
や
行
動
を「
進
一
層
」と
名
付
け
た
。

　

商
業
学
校
創
立
に
つ
い
て
は
、喜
八
郎
が「
商

人
の
中
に
は
商
業
上
の
適
当
な
教
育
を
受
け
る

者
は
少
な
い
。
自
分
が
経
験
し
た
よ
う
な
、商

店
で
の
丁
稚
奉
公
か
ら
経
験
を
積
ん
で
い
く
よ

う
な
や
り
方
で
は
駄
目
で
、商
業
学
校
で
近
代

的
商
法
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
」と
思
い
到
っ

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
、「
商
業
を
進
め
る

に
は
、根
本
た
る
人
間
を
造
る
の
が
最
も
必
要

だ
。
ど
こ
の
国
で
も
近
来
は
商
業
教
育
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
。
商
業
教
育
を
盛
ん
に
し
、商
売

を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
、今
日
最
も
必
要
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
学
校
創
立
を
決
意
し
た
」と
述
べ
、

幕
末
に
結
ば
れ
た
不
平
等
条
約
の
改
正
実
施
の

（
7
）、田
中
銀
行（
7
）、第
一
銀
行（
4
）、丁
酉

銀
行（
4
）、安
田
銀
行（
3
）、住
友
銀
行（
2
）、

三
井
銀
行（
2
）、横
浜
正
金
銀
行（
1
）、日
本

興
業
銀
行（
1
）で
あ
っ
た
。（
括
弧
内
は
人
数
）

　

こ
の
よ
う
に
大
倉
商
業
学
校
の
創
立
以
来
、

夜
学
の
名
声
は
高
か
っ
た
。
夜
学
の
名
声
は
、

大
倉
高
等
商
業
へ
の
昇
格
と
と
も
に
再
編
さ

れ
た
夜
学
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
た
。
小

宮
山
量
平
氏
の
自
伝
的
小
説（『
千
曲
川
』理

論
社
）に
お
い
て
は
、大
倉
の
夜
学
は
金
融
機

関
を
は
じ
め
大
企
業
の「
指
定
校
」の
よ
う
で

あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

済
大
学
の
誕
生
の
展
示
で
は
、学
生
や
卒
業
生

が
、学
校
の
復
興
と
新
制
大
学
へ
の
昇
格
の
た
め

に
積
極
的
に
寄
付
を
し
た
こ
と
を
物
語
る「
寄

付
金
受
領
書
」な
ど
の
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

全
体
を
と
お
し
て
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
の
生
い

立
ち
か
ら
本
学
の
戦
後
の
歩
み
と
現
在
の
状
況

ま
で
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
示
し
、大
倉
商
業
学
校

ば
か
り
で
な
く
、東
京
経
済
大
学
の
原
点
を
顧
み

る
う
え
で
も
、大
変
意
義
深
い
展
示
会
で
あ
っ
た
。

　

会
期
は
23
日
間（
開
館
は
20
日
）で
あ
り
、入

館
者
合
計
は
約
１
９
０
０
名
で
あ
っ
た
。
特
別

解
説
会
が
大
倉
集
古
館
の
B
1
階
ホ
ー
ル
で
会

期
中
に
2
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
第
1
回

目
は
、「
大
倉
喜
八
郎
の
商
業
学
校
創
立
へ
の
思

い
と
創
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
講
師

：

村
上
勝
彦
、

東
京
経
済
大
学
名
誉
教
授
、公
益
財
団
法
人
大

倉
文
化
財
団
理
事
長
）。
第
2
回
目
は
、「『
大
倉

の
夜
学
』と
卒
業
生
」（
講
師

：

米
山
高
生
、東

京
経
済
大
学
経
営
学
部
教
授
、図
書
館
長
）で

あ
る
。以
降
は
特
別
解
説
会
の
概
略
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

特
別
解
説
会 

第
1
回［
10
月
10
日（
土
）］

「
大
倉
喜
八
郎
の
商
業
学
校
創
立
へ
の
思

い
と
創
立
を
め
ぐ
っ
て
」 

講
師

：

村
上　

勝
彦

　

大
倉
喜
八
郎
が
商
業
学
校
創
立
を
志
し
た
の

は
、ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
の
か
。
建

学
の
精
神
、本
学
の
理
念
で
あ
る「
責
任
と
信

用
」、「
進
一
層
」に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
た

い
。
喜
八
郎
の
編
纂
し
た『
心
学
先
哲
叢
集
』で

は
、「
本
当
の
商
売
と
は
相
手
も
立
て
、自
分
も

立
て
、双
方
が
利
益
を
得
る
こ
と
だ
」と
説
く
。

相
手
を
騙
し
て
利
を
得
る
不
正
な
商
法
で
、短

期
的
な
利
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、責
任
と
信

用
を
基
と
す
る
持
続
可
能
な
商
法
を
、喜
八
郎

は
長
い
経
験
を
通
じ
て
強
く
心
に
刻
ん
で
い
た
。

「
責
任
と
信
用
」は
こ
の
よ
う
な
現
実
へ
の
対

応
の
う
ち
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
喜
八
郎
の
2
番
目
の
著
作『
貿
易
意
見

書
』の
中
で
は
、日
本
商
人
は
困
難
に
屈
し
な

い
で
や
り
通
す
勇
気
、「
敢か
ん
い
ゆ
う
し
ん

為
勇
心
の
気
象
」に

　

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

東
京
経
済
大
学
は
2
0
2
0
年
10
月
3
日（
土
）

か
ら
25
日（
日
）ま
で
、大
倉
集
古
館（
東
京
都
港

区
虎
ノ
門
）に
お
い
て
記
念
展
示
を
お
こ
な
っ
た
。

　

会
場
の
大
倉
集
古
館
は
、築
地
本
願
寺
や
一

橋
大
学
兼
松
講
堂
な
ど
の
設
計
で
有
名
な
伊

東
忠
太
に
よ
る
個
性
的
な
建
築
で
あ
る
。
来
館

者
に
は
、A
5
判
カ
ラ
ー
版
20
頁
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
配
布
さ
れ
る
と
と
も
に
、先
着
で
東
京
経

済
大
学
の
絵
葉
書
も
進
呈
さ
れ
た
。

　

正
面
入
り
口
か
ら
右
手
よ
り
第
Ⅰ
部「
大
倉

喜
八
郎
、そ
の
生
涯
と
事
績
」の
展
示
。
喜
八

郎
が
新
潟
を
出
て
か
ら
商
人
と
し
て
財
産
を

築
き
、大
倉
財
閥
と
し
て
多
く
の
関
連
事
業
を

起
こ
し
た
こ
と
を
物
語
る
ゆ
か
り
の
品
が
展

示
さ
れ
た
。
経
済
人
と
し
て
の
大
倉
喜
八
郎
ば

か
り
で
な
く
、文
化
愛
好
家
と
し
て
の
品
々
も

展
示
さ
れ
、人
間
と
し
て
の
喜
八
郎
も
偲
ば
れ

る
展
示
で
あ
っ
た
。と
く
に
注
目
さ
れ
る
展
示
は
、

『
心
学
先
哲
叢
集
』、『
鶴
乃
と
も
』（
共
に
東
京

経
済
大
学
蔵
）、伊
藤
博
文
揮
毫
の
書
額「
開
物

成
務
」（
大
成
建
設
蔵
）、「
張
作
霖
か
ら
の
弔
旗
」

（
大
倉
集
古
館
蔵
）、「
教
育
立
身
画
之
三『
大

倉
喜
八
郎
の
豪
胆
』」（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

な
ど
で
あ
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
2
階
に
上
る
と
第
Ⅱ
部「
大

倉
商
業
学
校
か
ら
東
京
経
済
大
学
へ

－

記
録

と
記
憶
で
つ
づ
る
１
２
０
年

－
」の
展
示
と
な

る
。
大
倉
商
業
学
校
の
創
設
に
か
か
る
資
料
を

は
じ
め
と
し
て
、本
学
の
原
点
を
示
す
多
く
の

貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
展
示
の
特
徴
は
、当
時
の
学
生（
生
徒
）

個
人
の
記
録
や
記
憶
と
、展
示
資
料
と
を
組
み

合
わ
せ
、学
校
生
活
を
よ
り
立
体
的
に
見
せ
る
こ

と
を
目
指
し
た
点
に
あ
る
。た
と
え
ば
、東
京
経

展
示
風
景
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期間中配布されたパンフレットの表紙

展示会パンフレットより（16頁）

東京経済大学の誕生では、新制大学への昇格の
ため、学生と卒業生が積極的に寄付に応じたこ
とを物語る「寄付金受領書」などの資料も展示
された。

1階の展示の様子。伊藤博文揮毫の書額と、大倉土木株式会社の半
纏（ともに大成建設蔵）が展示された。

大倉喜八郎の葬儀時に張作霖から贈られた「弔旗」（大倉集古館蔵）
の展示の様子。

2階の展示室。

記
念
展
示
「
東
京
経
済
大
学
１
２
０
年
と
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
」の
開
催
に
つい
て

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業前

年
に
あ
た
る
1
8
9
8（
明
治
31
）年
、学
校

創
立
の
行
動
を
始
め
た
。そ
し
て
1
9
0
0
年
、

大
倉
商
業
学
校
は
創
立
、開
校
さ
れ
た
。

特
別
解
説
会 

第
2
回［
10
月
17
日（
土
）］

「『
大
倉
の
夜
学
』と
卒
業
生
」

講
師

：

米
山　

高
生

　

本
講
演
の
目
的
は
、戦
前
の
大
倉
の
夜
学
が

実
業
界
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
目
的
を
解
明
す
る
た
め
に
、残
存
す
る
史
料

に
も
と
づ
い
て
、大
倉
商
業
学
校
が
設
立
さ
れ

て
大
倉
高
等
商
業
学
校
に
昇
格
す
る
ま
で
の
期

間
の
、夜
学
卒
業
生
の
就
職
先（
勤
務
先
）を
明

ら
か
に
し
た
。

　

大
倉
商
業
学
校
の「
専
修
科
」卒
業
生
の
う

ち
、
夜
学
専
修
科
第
1
期
か
ら
第
16
期
卒
業

生
に
夜
学
高
等
科
第
1
期
卒
業
生
を
加
え
た

5
6
1
名
に
つ
い
て
卒
業
生
名
簿
が
残
っ
て
い

る
の
で
、夜
学
の
卒
業
生
の
勤
務
先
と
し
て
こ
の

名
簿
に
も
と
づ
い
て
勤
務
先
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
作
成
し
た
。そ
れ
に
よ
れ
ば
、上
位
か
ら
銀
行

1
0
0
名
、保
険
44
名
、商
店
40
名
、製
造
40
名

と
な
っ
て
い
る
。
銀
行
、保
険
に
証
券
と
信
託
を

加
え
た
金
融
機
関
に
は
1
4
6
名
が
就
職
し
て

い
る
。
ま
た
商
店
に
商
社
、流
通
、商
業
を
加
え

る
と
62
名
で
あ
り
、金
融
と
流
通
を
合
わ
せ
る

と
2
0
8
名
が
就
職
し
て
い
る
。
な
お
大
倉
商

事
は
12
名
お
り
、商
社
の
大
半
を
占
め
て
い
た
。

　

主
要
な
勤
務
先
で
あ
っ
た
銀
行
の
内
訳
に
つ

い
て
、多
い
順
に
い
え
ば
、日
本
銀
行（
9
）、日

本
勧
業
銀
行（
9
）、三
菱
銀
行（
7
）、十
五
銀
行

乏
し
い
、ま
た「
内
外
貿
易
の
方
法
に
暗
い
」と

述
べ
て
い
る
。「
敢
為
勇
心
の
気
象
」と
は
、「
順

調
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、更
に
そ
の
機
運
に
乗

じ
て
更
に
一
歩
進
み
、あ
く
ま
で
進
む
こ
と
が

必
要
で
、と
く
に
難
関
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
障
害

が
現
れ
た
と
き
に
は
、あ
く
ま
で
勇ゆ
う
お
う
ま
い
し
ん

往
邁
進
し
、

そ
の
障
害
を
除
い
て
難
局
を
突
破
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
述
べ
た
精
神
で
あ
る
。「
内
外
貿

易
の
方
法
」に
つ
い
て
は
、日
本
商
人
は
国
内

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な「
居
商
」だ
が
、欧
米
商

人
の
よ
う
に
海
外
に
積
極
的
に
出
て
い
く「
出

商
」に
変
わ
る
べ
き
だ
と
話
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
基
は
、12
歳
か
ら
18
歳
ま

で
通
っ
た
郷
里
新
発
田
の
私
塾
で
育
ま
れ
た
。

儒
学
の
一
派
で
あ
る
陽
明
学
の「
知ち
こ
う
ご
う
い
つ

行
合
一
」と

い
う
行
動
主
義
的
な
思
想
に
親
近
感
を
抱
き
、

陽
明
学
の
入
門
書『
伝
習
録
』を
い
つ
も
手
近

に
置
き
、そ
の
教
え
が
自
分
の
腹
に
一
番
収
ま

る
と
喜
八
郎
は
言
っ
て
い
る
。
後
に
彼
は
こ
う

し
た
考
え
や
行
動
を「
進
一
層
」と
名
付
け
た
。

　

商
業
学
校
創
立
に
つ
い
て
は
、喜
八
郎
が「
商

人
の
中
に
は
商
業
上
の
適
当
な
教
育
を
受
け
る

者
は
少
な
い
。
自
分
が
経
験
し
た
よ
う
な
、商

店
で
の
丁
稚
奉
公
か
ら
経
験
を
積
ん
で
い
く
よ

う
な
や
り
方
で
は
駄
目
で
、商
業
学
校
で
近
代

的
商
法
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
」と
思
い
到
っ

た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
、「
商
業
を
進
め
る

に
は
、根
本
た
る
人
間
を
造
る
の
が
最
も
必
要

だ
。
ど
こ
の
国
で
も
近
来
は
商
業
教
育
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
。
商
業
教
育
を
盛
ん
に
し
、商
売

を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
、今
日
最
も
必
要
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
学
校
創
立
を
決
意
し
た
」と
述
べ
、

幕
末
に
結
ば
れ
た
不
平
等
条
約
の
改
正
実
施
の

（
7
）、田
中
銀
行（
7
）、第
一
銀
行（
4
）、丁
酉

銀
行（
4
）、安
田
銀
行（
3
）、住
友
銀
行（
2
）、

三
井
銀
行（
2
）、横
浜
正
金
銀
行（
1
）、日
本

興
業
銀
行（
1
）で
あ
っ
た
。（
括
弧
内
は
人
数
）

　

こ
の
よ
う
に
大
倉
商
業
学
校
の
創
立
以
来
、

夜
学
の
名
声
は
高
か
っ
た
。
夜
学
の
名
声
は
、

大
倉
高
等
商
業
へ
の
昇
格
と
と
も
に
再
編
さ

れ
た
夜
学
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
た
。
小

宮
山
量
平
氏
の
自
伝
的
小
説（『
千
曲
川
』理

論
社
）に
お
い
て
は
、大
倉
の
夜
学
は
金
融
機

関
を
は
じ
め
大
企
業
の「
指
定
校
」の
よ
う
で

あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

済
大
学
の
誕
生
の
展
示
で
は
、学
生
や
卒
業
生

が
、学
校
の
復
興
と
新
制
大
学
へ
の
昇
格
の
た
め

に
積
極
的
に
寄
付
を
し
た
こ
と
を
物
語
る「
寄

付
金
受
領
書
」な
ど
の
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

全
体
を
と
お
し
て
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
の
生
い

立
ち
か
ら
本
学
の
戦
後
の
歩
み
と
現
在
の
状
況

ま
で
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
示
し
、大
倉
商
業
学
校

ば
か
り
で
な
く
、東
京
経
済
大
学
の
原
点
を
顧
み

る
う
え
で
も
、大
変
意
義
深
い
展
示
会
で
あ
っ
た
。

　

会
期
は
23
日
間（
開
館
は
20
日
）で
あ
り
、入

館
者
合
計
は
約
１
９
０
０
名
で
あ
っ
た
。
特
別

解
説
会
が
大
倉
集
古
館
の
B
1
階
ホ
ー
ル
で
会

期
中
に
2
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
第
1
回

目
は
、「
大
倉
喜
八
郎
の
商
業
学
校
創
立
へ
の
思

い
と
創
立
を
め
ぐ
っ
て
」（
講
師

：

村
上
勝
彦
、

東
京
経
済
大
学
名
誉
教
授
、公
益
財
団
法
人
大

倉
文
化
財
団
理
事
長
）。
第
2
回
目
は
、「『
大
倉

の
夜
学
』と
卒
業
生
」（
講
師

：

米
山
高
生
、東

京
経
済
大
学
経
営
学
部
教
授
、図
書
館
長
）で

あ
る
。以
降
は
特
別
解
説
会
の
概
略
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

特
別
解
説
会 

第
1
回［
10
月
10
日（
土
）］

「
大
倉
喜
八
郎
の
商
業
学
校
創
立
へ
の
思

い
と
創
立
を
め
ぐ
っ
て
」 

講
師

：

村
上　

勝
彦

　

大
倉
喜
八
郎
が
商
業
学
校
創
立
を
志
し
た
の

は
、ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
の
か
。
建

学
の
精
神
、本
学
の
理
念
で
あ
る「
責
任
と
信

用
」、「
進
一
層
」に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
た

い
。
喜
八
郎
の
編
纂
し
た『
心
学
先
哲
叢
集
』で

は
、「
本
当
の
商
売
と
は
相
手
も
立
て
、自
分
も

立
て
、双
方
が
利
益
を
得
る
こ
と
だ
」と
説
く
。

相
手
を
騙
し
て
利
を
得
る
不
正
な
商
法
で
、短

期
的
な
利
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、責
任
と
信

用
を
基
と
す
る
持
続
可
能
な
商
法
を
、喜
八
郎

は
長
い
経
験
を
通
じ
て
強
く
心
に
刻
ん
で
い
た
。

「
責
任
と
信
用
」は
こ
の
よ
う
な
現
実
へ
の
対

応
の
う
ち
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
喜
八
郎
の
2
番
目
の
著
作『
貿
易
意
見

書
』の
中
で
は
、日
本
商
人
は
困
難
に
屈
し
な

い
で
や
り
通
す
勇
気
、「
敢か
ん
い
ゆ
う
し
ん

為
勇
心
の
気
象
」に

　

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

東
京
経
済
大
学
は
2
0
2
0
年
10
月
3
日（
土
）

か
ら
25
日（
日
）ま
で
、大
倉
集
古
館（
東
京
都
港

区
虎
ノ
門
）に
お
い
て
記
念
展
示
を
お
こ
な
っ
た
。

　

会
場
の
大
倉
集
古
館
は
、築
地
本
願
寺
や
一

橋
大
学
兼
松
講
堂
な
ど
の
設
計
で
有
名
な
伊

東
忠
太
に
よ
る
個
性
的
な
建
築
で
あ
る
。
来
館

者
に
は
、A
5
判
カ
ラ
ー
版
20
頁
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
配
布
さ
れ
る
と
と
も
に
、先
着
で
東
京
経

済
大
学
の
絵
葉
書
も
進
呈
さ
れ
た
。

　

正
面
入
り
口
か
ら
右
手
よ
り
第
Ⅰ
部「
大
倉

喜
八
郎
、そ
の
生
涯
と
事
績
」の
展
示
。
喜
八

郎
が
新
潟
を
出
て
か
ら
商
人
と
し
て
財
産
を

築
き
、大
倉
財
閥
と
し
て
多
く
の
関
連
事
業
を

起
こ
し
た
こ
と
を
物
語
る
ゆ
か
り
の
品
が
展

示
さ
れ
た
。
経
済
人
と
し
て
の
大
倉
喜
八
郎
ば

か
り
で
な
く
、文
化
愛
好
家
と
し
て
の
品
々
も

展
示
さ
れ
、人
間
と
し
て
の
喜
八
郎
も
偲
ば
れ

る
展
示
で
あ
っ
た
。と
く
に
注
目
さ
れ
る
展
示
は
、

『
心
学
先
哲
叢
集
』、『
鶴
乃
と
も
』（
共
に
東
京

経
済
大
学
蔵
）、伊
藤
博
文
揮
毫
の
書
額「
開
物

成
務
」（
大
成
建
設
蔵
）、「
張
作
霖
か
ら
の
弔
旗
」

（
大
倉
集
古
館
蔵
）、「
教
育
立
身
画
之
三『
大

倉
喜
八
郎
の
豪
胆
』」（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

な
ど
で
あ
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
2
階
に
上
る
と
第
Ⅱ
部「
大

倉
商
業
学
校
か
ら
東
京
経
済
大
学
へ

－

記
録

と
記
憶
で
つ
づ
る
１
２
０
年

－

」の
展
示
と
な

る
。
大
倉
商
業
学
校
の
創
設
に
か
か
る
資
料
を

は
じ
め
と
し
て
、本
学
の
原
点
を
示
す
多
く
の

貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
展
示
の
特
徴
は
、当
時
の
学
生（
生
徒
）

個
人
の
記
録
や
記
憶
と
、展
示
資
料
と
を
組
み

合
わ
せ
、学
校
生
活
を
よ
り
立
体
的
に
見
せ
る
こ

と
を
目
指
し
た
点
に
あ
る
。た
と
え
ば
、東
京
経

展
示
風
景
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国分寺崖線の断面図 新
次
郎
池
周
辺
整
備
の
め
ざ
し
た
も
の

～
創
立
1
2
0
周
年
に
あ
わ
せ
た
竣
工
に
寄
せ
て
～

国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
第
2
期
整
備
計
画
検
討
委
員
会
　
緑
と
水
作
業
部
会

尾
崎 

寛
直
（
経
済
学
部
教
授
）

あ
り
、そ
の
結
果
シ
ュ
ロ
な
ど
の
強
力

な
外
来
種
が「
我
が
物
顔
」で
繁
茂
す

る
森
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

新
次
郎
池
の
湧
水
も
徐
々
に
減
衰
し
、

完
全
に
枯
渇
し
て
干
上
が
る
時
期
が

年
に
数
ヶ
月
も
あ
る
な
ど
、危
機
に
瀕

し
て
い
た
。
そ
こ
で
小
生
を
は
じ
め
有

志
の
職
員
、学
生
ら
と
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
、近
隣
の
地
域
住
民
も
加

わ
っ
て
、か
つ
て
の
里
山
で
も
あ
っ
た「
武

蔵
野
の
森
」の
風
景
の
再
生
を
め
ざ
し

て
、外
来
種
の
除
去
作
業（
シ
ュ
ロ
だ
け

で
６
０
０
本
以
上
伐
採
）、
自
生
種
の

萌
芽
更
新
、
間
伐
と
下
草
刈
り
、
新
次

郎
池
の
ヘ
ド
ロ
掻
き
出
し
や
水
漏
れ
の

補
修
、
野
鳥
観
察
と
巣
箱
の
設
置
、
散

策
路
の
整
備
と
案
内
看
板
の
設
置
等
の

活
動
を
定
期
的
に
実
施
し
な
が
ら
、今

日
も
な
お
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
内
外
を
巻
き
込
ん
だ

活
動
の
下
地
が
、今
回
の
事
業
の
ア
イ

デ
ア
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る（
な
お
、活

動
の
過
程
で
学
生
ら
が
提
案
し
て
く
れ

た「
新
次
郎
池
魅
力
化
計
画
」
の
一
部

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
）。

　

加
え
て
、
こ
の
事
業
計
画
の
最
中
、

故･

向
井
武
文
名
誉
教
授
の
ご
遺
族
か

ら
大
学
に
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
。
そ
こ

で
、
有
効
な
使
途
の
検
討
の
結
果
、
老

朽
化
し
、歩
き
づ
ら
さ
が
課
題
と
な
っ

お
よ
ぶ
）に
沿
っ
て
広
が
る
緑
地
帯
―

２
０
１
８
年
に
本
学
と
し
て
こ
れ
を「
東

経
の
森
」と
名
づ
け
た
―
を
ほ
ぼ
全
体

と
し
て
対
象
と
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

る（
7
頁
図
参
照
。
な
お
、計
画
の
詳
細

は
、本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
あ
る

「
検
索
」欄
か
ら「
新
次
郎
池
周
辺
整
備

竣
工
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）」を
検
索

し
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

東
京
都
心
部
か
ら
少
し
離
れ
る
と

は
い
え
、
東
京
の
大
動
脈･

中
央
線
沿

い
の
人
気
の
高
い
住
宅
地
に
あ
る
本
学

キ
ャ
ン
パ
ス
が
、戦
後
、都
心
の
赤
坂
葵

町
か
ら
国
分
寺
の
地
に
移
転
し
て
き
て

70
余
年
、い
ま
だ
に
広
大
な
緑
地
帯
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
湧
水
が
出
て
池
を
形

成
す
る
環
境
を
保
全
し
続
け
て
い
る
こ

と
は
、現
代
の
都
市
環
境
の
中
で
き
わ

め
て
価
値
あ
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

造
園
技
術
を
駆
使
し
て
、「
景
色
を
見
な

が
ら
歩
く
楽
し
さ
」と「
安
全
性
」の
追

求
、「
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
ス
ポ
ッ
ト
の

創
出
」に
と
く
に
腐
心
す
る
と
と
も
に
、

新
次
郎
池
そ
の
も
の
の「
持
続
可
能
性
」

と
い
う
課
題
に
も
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
。

　�

本
事
業
に
至
る〈
前
史
〉    

　

じ
つ
は
、こ
の
事
業
の
着
想
に
至
る

前
段
の
取
り
組
み
と
し
て
、２
０
１
２

年
か
ら
始
め
た「
Ｔ
Ｋ
Ｕ
森
と
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
あ
っ
た
。
本
学
崖
線
部
の

緑
地
帯
は
長
い
間
、ほ
と
ん
ど
手
つ
か

ず
の
状
態
で
保
護
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

　�

な
ぜ
新
次
郎
池
周
辺
整
備    

な
の
か
？
　
　
　
　
　
　   

― 

50
年
ぶ
り
の
大
事
業 

―
　
　
　 

　
　
　
　
　
　

　

本
学
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
で

は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
出
版
等
の
ソ
フ

ト
事
業
に
加
え
て
、
国
分
寺
キ
ャ
ン
パ

ス
の
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
る

ハ
ー
ド
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

後
者
は
、１
９
６
０
年
代
後
半
～
70

年
代
に
か
け
て
造
ら
れ
た
３
つ
の
棟
の

建
替
と
、
同
じ
頃
に
整
備
さ
れ
た「
新

次
郎
池
」
護
岸
と
そ
の
周
辺
の
散
策

道
・
階
段
の
改
修
の
２
本
立
て
に
な
っ

て
お
り
、い
ず
れ
も
50
年
ぶ
り
の
大
事

業
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
業
は
、都
市
部
で
は
希
少

な
湧
水
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
新
次
郎

池
周
り
を
中
心
と
し
て
、本
学
国
分
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
横
断
す
る「
国
分
寺

崖が
い
せ
ん線
」（
太
古
の
多
摩
川
に
削
ら
れ
て
で

き
た
河
岸
段
丘
で
あ
り
、上
の
武
蔵
野

面
と
下
の
立
川
面
の
高
低
差
は
20
ｍ
に

れ
る
地
域
の
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
、新
次
郎
池
周
り
は
と
く
に

大
学
と
地
域
を
結
ぶ「
縁
結
び
」の
ゾ
ー

ン
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

翻
っ
て
学
内
の
者
に
と
っ
て
み
る
と
、

も
と
も
と
新
次
郎
池
は
、本
学
正
門
か

ら
と
い
う
よ
り
は
崖
線
下
に
あ
る
比
較

的
マ
イ
ナ
ー
な「
南
門
」（
府
中
方
面
）か

ら
近
く
、普
段
こ
の
門
を
利
用
す
る
人

た
ち
に
は
馴
染
み
の
風
景
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
残
念

な
が
ら
縁
遠
い
場
所
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
最
近
の
学
生
た
ち
に
は「
新
次
郎

池
の
場
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？
」と
い

う
よ
う
な
ク
イ
ズ
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
、な
か
な
か
訪
問
し
て
も
ら
え

る
場
所
で
は
な
か
っ
た
の
が
実
際
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、南
門
か
ら
校
舎
に

至
る
３
本
の
ル
ー
ト
は
い
ず
れ
も
き
わ

め
て
老
朽
化
し
て
お
り
、歩
幅
が
合
わ

ず
し
か
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
が
崩

れ
か
け
て
い
た
階
段
し
か
り
、散
策
路

に
は
舗
装
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多

く
、
雨
の
後
は
水
が
溜
ま
り
、
足
元
は

土
汚
れ
を
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
も
、多
く
の
学
生
を
遠
ざ

け
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、自
然
の
景
観
や

生
態
系
を
損
ね
な
い
範
囲
で
、最
新
の

　

東
京
郊
外
の
山
間
部
を
購
入
し
た
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
と
も
か
く
、本
学

は
四
方
を
住
宅
地
に
び
っ
し
り
と
囲
ま

れ
て
い
る
都
市
区
域
で
あ
り
、そ
の
中

で
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
新
次
郎
池
周
辺
は
、

地
元
の
住
民
に
と
っ
て
も「
都
市
の
オ

ア
シ
ス
」と
い
う
べ
き
憩
い
の
場
、あ
る

い
は
自
然
観
察
の
場
と
し
て
も
親
し
ま

（出典）堀田進「多摩の地形と地質」東京経済大学多摩学研究会編（1991）
『多摩学のすすめ（Ⅰ）』けやき出版、238頁

整備後の新次郎池

向井坂

森のデッキ（展望パーゴラ）

創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
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国分寺崖線の断面図 新
次
郎
池
周
辺
整
備
の
め
ざ
し
た
も
の

～
創
立
1
2
0
周
年
に
あ
わ
せ
た
竣
工
に
寄
せ
て
～

国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
第
2
期
整
備
計
画
検
討
委
員
会
　
緑
と
水
作
業
部
会

尾
崎 

寛
直
（
経
済
学
部
教
授
）

あ
り
、そ
の
結
果
シ
ュ
ロ
な
ど
の
強
力

な
外
来
種
が「
我
が
物
顔
」で
繁
茂
す

る
森
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

新
次
郎
池
の
湧
水
も
徐
々
に
減
衰
し
、

完
全
に
枯
渇
し
て
干
上
が
る
時
期
が

年
に
数
ヶ
月
も
あ
る
な
ど
、危
機
に
瀕

し
て
い
た
。
そ
こ
で
小
生
を
は
じ
め
有

志
の
職
員
、学
生
ら
と
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
、近
隣
の
地
域
住
民
も
加

わ
っ
て
、か
つ
て
の
里
山
で
も
あ
っ
た「
武

蔵
野
の
森
」の
風
景
の
再
生
を
め
ざ
し

て
、外
来
種
の
除
去
作
業（
シ
ュ
ロ
だ
け

で
６
０
０
本
以
上
伐
採
）、
自
生
種
の

萌
芽
更
新
、
間
伐
と
下
草
刈
り
、
新
次

郎
池
の
ヘ
ド
ロ
掻
き
出
し
や
水
漏
れ
の

補
修
、
野
鳥
観
察
と
巣
箱
の
設
置
、
散

策
路
の
整
備
と
案
内
看
板
の
設
置
等
の

活
動
を
定
期
的
に
実
施
し
な
が
ら
、今

日
も
な
お
継
続
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
学
内
外
を
巻
き
込
ん
だ

活
動
の
下
地
が
、今
回
の
事
業
の
ア
イ

デ
ア
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る（
な
お
、活

動
の
過
程
で
学
生
ら
が
提
案
し
て
く
れ

た「
新
次
郎
池
魅
力
化
計
画
」
の
一
部

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
）。

　

加
え
て
、
こ
の
事
業
計
画
の
最
中
、

故･

向
井
武
文
名
誉
教
授
の
ご
遺
族
か

ら
大
学
に
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
。
そ
こ

で
、
有
効
な
使
途
の
検
討
の
結
果
、
老

朽
化
し
、歩
き
づ
ら
さ
が
課
題
と
な
っ

お
よ
ぶ
）に
沿
っ
て
広
が
る
緑
地
帯
―

２
０
１
８
年
に
本
学
と
し
て
こ
れ
を「
東

経
の
森
」と
名
づ
け
た
―
を
ほ
ぼ
全
体

と
し
て
対
象
と
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

る（
7
頁
図
参
照
。
な
お
、計
画
の
詳
細

は
、本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
あ
る

「
検
索
」欄
か
ら「
新
次
郎
池
周
辺
整
備

竣
工
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）」を
検
索

し
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

東
京
都
心
部
か
ら
少
し
離
れ
る
と

は
い
え
、
東
京
の
大
動
脈･

中
央
線
沿

い
の
人
気
の
高
い
住
宅
地
に
あ
る
本
学

キ
ャ
ン
パ
ス
が
、戦
後
、都
心
の
赤
坂
葵

町
か
ら
国
分
寺
の
地
に
移
転
し
て
き
て

70
余
年
、い
ま
だ
に
広
大
な
緑
地
帯
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
湧
水
が
出
て
池
を
形

成
す
る
環
境
を
保
全
し
続
け
て
い
る
こ

と
は
、現
代
の
都
市
環
境
の
中
で
き
わ

め
て
価
値
あ
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

造
園
技
術
を
駆
使
し
て
、「
景
色
を
見
な

が
ら
歩
く
楽
し
さ
」と「
安
全
性
」の
追

求
、「
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
ス
ポ
ッ
ト
の

創
出
」に
と
く
に
腐
心
す
る
と
と
も
に
、

新
次
郎
池
そ
の
も
の
の「
持
続
可
能
性
」

と
い
う
課
題
に
も
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
。

　�

本
事
業
に
至
る〈
前
史
〉    

　

じ
つ
は
、こ
の
事
業
の
着
想
に
至
る

前
段
の
取
り
組
み
と
し
て
、２
０
１
２

年
か
ら
始
め
た「
Ｔ
Ｋ
Ｕ
森
と
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
あ
っ
た
。
本
学
崖
線
部
の

緑
地
帯
は
長
い
間
、ほ
と
ん
ど
手
つ
か

ず
の
状
態
で
保
護
さ
れ
て
き
た
経
緯
が

　�

な
ぜ
新
次
郎
池
周
辺
整
備    

な
の
か
？
　
　
　
　
　
　   

― 

50
年
ぶ
り
の
大
事
業 

―
　
　
　 

　
　
　
　
　
　

　

本
学
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
で

は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
出
版
等
の
ソ
フ

ト
事
業
に
加
え
て
、
国
分
寺
キ
ャ
ン
パ

ス
の
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
る

ハ
ー
ド
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

後
者
は
、１
９
６
０
年
代
後
半
～
70

年
代
に
か
け
て
造
ら
れ
た
３
つ
の
棟
の

建
替
と
、
同
じ
頃
に
整
備
さ
れ
た「
新

次
郎
池
」
護
岸
と
そ
の
周
辺
の
散
策

道
・
階
段
の
改
修
の
２
本
立
て
に
な
っ

て
お
り
、い
ず
れ
も
50
年
ぶ
り
の
大
事

業
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
業
は
、都
市
部
で
は
希
少

な
湧
水
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
新
次
郎

池
周
り
を
中
心
と
し
て
、本
学
国
分
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
横
断
す
る「
国
分
寺

崖が
い
せ
ん線
」（
太
古
の
多
摩
川
に
削
ら
れ
て
で

き
た
河
岸
段
丘
で
あ
り
、上
の
武
蔵
野

面
と
下
の
立
川
面
の
高
低
差
は
20
ｍ
に

れ
る
地
域
の
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
、新
次
郎
池
周
り
は
と
く
に

大
学
と
地
域
を
結
ぶ「
縁
結
び
」の
ゾ
ー

ン
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

翻
っ
て
学
内
の
者
に
と
っ
て
み
る
と
、

も
と
も
と
新
次
郎
池
は
、本
学
正
門
か

ら
と
い
う
よ
り
は
崖
線
下
に
あ
る
比
較

的
マ
イ
ナ
ー
な「
南
門
」（
府
中
方
面
）か

ら
近
く
、普
段
こ
の
門
を
利
用
す
る
人

た
ち
に
は
馴
染
み
の
風
景
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
外
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
残
念

な
が
ら
縁
遠
い
場
所
だ
っ
た
に
違
い
な

い
。
最
近
の
学
生
た
ち
に
は「
新
次
郎

池
の
場
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？
」と
い

う
よ
う
な
ク
イ
ズ
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
、な
か
な
か
訪
問
し
て
も
ら
え

る
場
所
で
は
な
か
っ
た
の
が
実
際
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、南
門
か
ら
校
舎
に

至
る
３
本
の
ル
ー
ト
は
い
ず
れ
も
き
わ

め
て
老
朽
化
し
て
お
り
、歩
幅
が
合
わ

ず
し
か
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
部
が
崩

れ
か
け
て
い
た
階
段
し
か
り
、散
策
路

に
は
舗
装
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多

く
、
雨
の
後
は
水
が
溜
ま
り
、
足
元
は

土
汚
れ
を
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
も
、多
く
の
学
生
を
遠
ざ

け
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、自
然
の
景
観
や

生
態
系
を
損
ね
な
い
範
囲
で
、最
新
の

　

東
京
郊
外
の
山
間
部
を
購
入
し
た
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
と
も
か
く
、本
学

は
四
方
を
住
宅
地
に
び
っ
し
り
と
囲
ま

れ
て
い
る
都
市
区
域
で
あ
り
、そ
の
中

で
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
新
次
郎
池
周
辺
は
、

地
元
の
住
民
に
と
っ
て
も「
都
市
の
オ

ア
シ
ス
」と
い
う
べ
き
憩
い
の
場
、あ
る

い
は
自
然
観
察
の
場
と
し
て
も
親
し
ま

（出典）堀田進「多摩の地形と地質」東京経済大学多摩学研究会編（1991）
『多摩学のすすめ（Ⅰ）』けやき出版、238頁

整備後の新次郎池
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創
立
１
２
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
新
た
な
都
市
経
済
・
文
化
の
あ
り
方
を
有
識
者
と
議
論
〜

コ
ロ
ナ
危
機
を
バ
ネ
に
大
転
換

コ
ロ
ナ
危
機
を
転
機
に

司
　
会 

周
　
牧
之 

　
東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト 

中
井
　
徳
太
郎 

　
環
境
事
務
次
官

 

大
西
　
隆 

　
日
本
学
術
会
議
元
会
長
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
前
学
長

▼ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

▼ 

Ｉ
Ｔ
革
命
そ
し
て
Ｄ
Ｘ

▼ 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
へ

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス･

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
現
代
に
至
る
都
市
社
会
の
あ

り
方
や
産
業
構
造
、
さ
ら
に
大
学
教
育
の

あ
り
方
に
ま
で
課
題
を
照
射
し
、
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
、
大
き
な

問
い
直
し
の
契
機
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と

も
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
東
京
経
済
大
学
で
は
、２
０
２

０
年
11
月
21
日（
土
）に
東
京
経
済
大
学

創
立
１
２
０
周
年
記
念
と
し
て「
コ
ロ
ナ
危

機
を
バ
ネ
に
大
転
換
」特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
い
う
新
し
い
形
式

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
セ
ッ
シ
ョン
１
で
は「
コ
ロ
ナ
危
機
を
転
機

に
」を
テ
ー
マ
に
、
周
牧
之
経
済
学
部
教
授

が
司
会
を
務
め
、パ
ネ
リ
ス
ト
に
環
境
事

務
次
官
の
中
井
徳
太
郎
氏
、日
本
学
術
会

議
元
会
長
で
豊
橋
技
術
科
学
大
学
前
学

長
の
大
西
隆
氏
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
司
会
の
周
氏
が
冒
頭「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
情
報
革
命
、
低
炭

素
社
会
」の
３
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
、
大
都

市
の
未
来
、
自
然
と
の
か
か
わ
り
、
産
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

　
中
井
氏
は
異
常
気
象
と
甚
大
な
自
然
災

害
が
世
界
各
地
で
多
発
し
て
い
る
こ
と
や
、

感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
が
人
と
自
然
界

と
の
住
み
分
け
の
変
化
で
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
と
認
識
。
脱
炭
素
、
循
環
経
済
、
分

散
型
社
会
を
具
現
化
す
る「
地
域
循
環
共

生
圏
」を
推
進
す
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
大
西
氏
は
日
本
が
直
面
す
る
も
う
一
つ

の
課
題
は
人
口
減
少
だ
と
指
摘
。「
テ
レ

ワ
ー
ク
の
活
用
、
情
報
手
段
の
活
用
、
低

炭
素
社
会
の
中
で
ど
う
人
口
維
持
す
る

構
造
を
作
っ
て
い
け
る
の
か
、
皆
が
安
定

的
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
い
か
に

創
る
か
」と
視
聴
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
以
下
、
約
90
分
に
及
ぶ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
中
で
語
ら
れ
た
５
つ
の
テ
ー
マ
で
す
。

社
会
の
大
変
革
を
推
し
進
め
る

三
大
フ
ァ
ク
タ
ー

01

0405

▼ 

中
国
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
時
代
を
予
測

▼ 

地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造

▼ 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
拡
大
、脱
炭
素
経
営
の
広
が
り

大
都
市
の
時
代

大
都
市
の
未
来

02▼ 

里
山
の
豊
か
な
生
態
多
様
性

▼ 

自
然
集
落
の
消
滅

▼ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

SATOYAM
A

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
か
ら

地
域
循
環
共
生
圏
へ

03

里
山
の
恩
恵

交
差
免
疫

自
然
へ
の
畏
敬
、

知
性
へ
の
敬
意
を
取
り
戻
す

▼ 

稲
作
的
里
山
が
も
た
ら
す
交
差
免
疫

▼ 

地
球
環
境
容
量
の
限
界
と
S
D
G
s

▼ 

地
域
も
人
間
も
同
じ
生
命
体

▼ 

権
力
の
傲
慢:

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
現
代
美
術

▼ 

日
本
発
の
脱
炭
素
化
・
S
D
G
s
構
想

▼ 

丁
寧
な
説
明
で
社
会
を
リ
ー
ド

セッション１
「コロナ危機を転機に」

短縮動画

https://youtu.be/e-23LEfnlkg

セ
ッ
シ
ョ
ン 

1

池
の
上
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
張
っ
て
池

の
形
が「
ア
オ
イ（
葵
）」（
本
学
の
校
章

の
モ
デ
ル
）に
見
え
る
よ
う
に
整
形
し

た
こ
と
で
、池
の
印
象
も
ぐ
っ
と
強
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か（
ぜ
ひ
夜
に
も

見
て
ほ
し
い
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
幻
想

的
に
ハ
ー
ト
形
が
浮
か
び
上
が
る
）。

　

ま
た
、従
来
使
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
て

い
た
建
物
跡
地
を
、見
晴
ら
し
デ
ッ
キ

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。
こ
こ
か
ら
池

の
風
景
や
彩
り
鮮
や
か
な
モ
ミ
ジ
な
ど

植
栽
を
眺
望
で
き
る
だ
け
で
な
く
、円

形
の
ベ
ン
チ
と
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し

た
こ
と
で
、15
人
程
度
な
ら
深
緑
を
感

じ
な
が
ら
の「
青
空
ゼ
ミ
」も
開
く
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
を
機
に
、こ
れ
ま
で
足
が
向
か

な
か
っ
た
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
と
も
新
次
郎

池
を
訪
れ
て
ほ
し
い
。
日
頃
の
喧
噪
を

離
れ
イ
ヤ
ホ
ン
を
は
ず
し
て
、こ
こ
で

静
か
に
座
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？

　

今
ま
で
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
野
鳥

の
さ
え
ず
り
や
、湧
き
水
の
音
色
、木
々

を
通
る
風
の
柔
ら
か
さ
が
、だ
ん
だ
ん

と
感
じ
取
れ
る
は
ず
。

　

あ
た
ら
し
い
新
次
郎
池
は
、現
代
人

の
五
感
を
心
地
よ
く
く
す
ぐ
る
癒
や
し

の
空
間
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

変
化
に
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
際
に
歩
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
ご
納
得

い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
新
次
郎
池
周
り
は
歩
行
で
き
る
幅
も

狭
く
、濡
れ
て
滑
っ
た
り
、途
中
か
ら
は

む
き
出
し
の
地
面
で
散
策
路
が
途
切
れ
、

階
段
の
幅
も
狭
く
急
角
度
で
危
険
だ
っ

た
が
、今
回
、足
元
も
濡
れ
る
こ
と
な

く
、か
つ
安
全
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、池
周

り
に
配
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
よ
っ
て
、

訪
れ
る
人
は
ゆ
っ
た
り
座
っ
て
池
を
眺

め
た
り
、「
湧
水
ポ
イ
ン
ト
」で
直
接
水

に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、

に
新
次
郎
池
に
湧
き
出
て

い
る
の
か
と
い
う〈
地
下

ル
ー
ト
〉を
完
璧
に
調
べ

上
げ
た
。
そ
し
て
、
現
在

の
湧
水
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の

経
路
で
目
詰
ま
り
を
起
こ

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を

横
ボ
ー
リ
ン
グ
で「
水
通

し
」良
く
し
た
。
さ
ら
に
、

地
下
水
の
湧
出
ポ
イ
ン

ト
と
池
底
の
深
さ
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
わ
か
っ
た
の
で
、

池
を
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫し
て
掘
り
下
げ

る
と
と
も
に
、護
岸
か
ら

漏
水
し
て
い
た
穴
を
塞
ぐ

な
ど
の
手
当
て
を
し
た
。

工
夫
の
数
々
を
書
き
出
す

と
切
り
が
な
い
が
、と
も
か
く
も（
昨
年

は
雨
が
多
か
っ
た
影
響
も
あ
る
）、池
は

満
水
を
維
持
し
て
、堰
か
ら
こ
ぼ
れ
る

清
水
が
せ
せ
ら
ぎ
を
満
た
し
、豊
か
な

流
れ
と
な
っ
て
野
川
へ
と
注
ぎ
込
む
風

景
が
再
現
し
た
。
今
後
こ
の
流
れ
が
維

持
で
き
れ
ば
、ホ
タ
ル
の
育
成
も
可
能

に
な
ろ
う
。

　

極
め
つ
き
は
、武
蔵
野
面
の
５
号
館

の
脇
か
ら
新
次
郎
池
に
至
る
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
調
の
散
策
路
の
整
備
と
池
周
り

の
親
水
化
、見
晴
ら
し
デ
ッ
キ
の
整
備

で
あ
る
。
事
業
後
を
初
め
て
見
る
方
は
、

て
い
た
南
門
か
ら
進
一
層
館
方
面
に
上

る
西
側
の
階
段
を
全
面
改
築
す
る
こ
と

と
な
っ
た（
道
幅
も
広
く
歩
き
や
す
い

段
差
に
な
っ
た
こ
の
坂
道
は「
向
井
坂
」

と
命
名
さ
れ
て
い
る
）。

　�

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す          

癒
や
し
の
場    

　

最
後
に
、事
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
た
い
。
ま
ず
、
新
次
郎
池
の
湧
水
確

保
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
野
面
キ
ャ
ン
パ

ス
の
地
面
に
超
音
波
測
定
装
置
を
当
て

て
地
下
20
ｍ
ま
で
の「
水
み
ち
」の
動
き

を
探
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
、ど
こ
に

地
下
の
水
溜
ま
り
が
あ
り
、ど
の
よ
う

ライトアップされた新次郎池

森の回廊
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創
立
１
２
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
新
た
な
都
市
経
済
・
文
化
の
あ
り
方
を
有
識
者
と
議
論
〜

コ
ロ
ナ
危
機
を
バ
ネ
に
大
転
換

コ
ロ
ナ
危
機
を
転
機
に

司
　
会 

周
　
牧
之 

　
東
京
経
済
大
学
経
済
学
部
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト 

中
井
　
徳
太
郎 

　
環
境
事
務
次
官

 

大
西
　
隆 

　
日
本
学
術
会
議
元
会
長
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
前
学
長

▼ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

▼ 

Ｉ
Ｔ
革
命
そ
し
て
Ｄ
Ｘ

▼ 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
へ

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス･
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
現
代
に
至
る
都
市
社
会
の
あ

り
方
や
産
業
構
造
、
さ
ら
に
大
学
教
育
の

あ
り
方
に
ま
で
課
題
を
照
射
し
、
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
、
大
き
な

問
い
直
し
の
契
機
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と

も
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
東
京
経
済
大
学
で
は
、２
０
２

０
年
11
月
21
日（
土
）に
東
京
経
済
大
学

創
立
１
２
０
周
年
記
念
と
し
て「
コ
ロ
ナ
危

機
を
バ
ネ
に
大
転
換
」特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
い
う
新
し
い
形
式

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
セ
ッ
シ
ョン
１
で
は「
コ
ロ
ナ
危
機
を
転
機

に
」を
テ
ー
マ
に
、
周
牧
之
経
済
学
部
教
授

が
司
会
を
務
め
、パ
ネ
リ
ス
ト
に
環
境
事

務
次
官
の
中
井
徳
太
郎
氏
、日
本
学
術
会

議
元
会
長
で
豊
橋
技
術
科
学
大
学
前
学

長
の
大
西
隆
氏
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
司
会
の
周
氏
が
冒
頭「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
情
報
革
命
、
低
炭

素
社
会
」の
３
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
、
大
都

市
の
未
来
、
自
然
と
の
か
か
わ
り
、
産
業

の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
ま
し
た
。

　
中
井
氏
は
異
常
気
象
と
甚
大
な
自
然
災

害
が
世
界
各
地
で
多
発
し
て
い
る
こ
と
や
、

感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
が
人
と
自
然
界

と
の
住
み
分
け
の
変
化
で
引
き
起
こ
さ
れ
て

い
る
と
認
識
。
脱
炭
素
、
循
環
経
済
、
分

散
型
社
会
を
具
現
化
す
る「
地
域
循
環
共

生
圏
」を
推
進
す
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
大
西
氏
は
日
本
が
直
面
す
る
も
う
一
つ

の
課
題
は
人
口
減
少
だ
と
指
摘
。「
テ
レ

ワ
ー
ク
の
活
用
、
情
報
手
段
の
活
用
、
低

炭
素
社
会
の
中
で
ど
う
人
口
維
持
す
る

構
造
を
作
っ
て
い
け
る
の
か
、
皆
が
安
定

的
に
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
い
か
に

創
る
か
」と
視
聴
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
以
下
、
約
90
分
に
及
ぶ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
中
で
語
ら
れ
た
５
つ
の
テ
ー
マ
で
す
。

社
会
の
大
変
革
を
推
し
進
め
る

三
大
フ
ァ
ク
タ
ー

01

0405

▼ 

中
国
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
時
代
を
予
測

▼ 

地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造

▼ 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
拡
大
、脱
炭
素
経
営
の
広
が
り

大
都
市
の
時
代

大
都
市
の
未
来

02▼ 

里
山
の
豊
か
な
生
態
多
様
性

▼ 

自
然
集
落
の
消
滅

▼ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

SATOYAM
A

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
か
ら

地
域
循
環
共
生
圏
へ

03

里
山
の
恩
恵

交
差
免
疫

自
然
へ
の
畏
敬
、

知
性
へ
の
敬
意
を
取
り
戻
す

▼ 

稲
作
的
里
山
が
も
た
ら
す
交
差
免
疫

▼ 

地
球
環
境
容
量
の
限
界
と
S
D
G
s

▼ 

地
域
も
人
間
も
同
じ
生
命
体

▼ 

権
力
の
傲
慢:

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
現
代
美
術

▼ 

日
本
発
の
脱
炭
素
化
・
S
D
G
s
構
想

▼ 

丁
寧
な
説
明
で
社
会
を
リ
ー
ド

セッション１
「コロナ危機を転機に」

短縮動画

https://youtu.be/e-23LEfnlkg

セ
ッ
シ
ョ
ン 

1

池
の
上
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
張
っ
て
池

の
形
が「
ア
オ
イ（
葵
）」（
本
学
の
校
章

の
モ
デ
ル
）に
見
え
る
よ
う
に
整
形
し

た
こ
と
で
、池
の
印
象
も
ぐ
っ
と
強
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か（
ぜ
ひ
夜
に
も

見
て
ほ
し
い
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
幻
想

的
に
ハ
ー
ト
形
が
浮
か
び
上
が
る
）。

　

ま
た
、従
来
使
わ
れ
ず
放
置
さ
れ
て

い
た
建
物
跡
地
を
、見
晴
ら
し
デ
ッ
キ

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。
こ
こ
か
ら
池

の
風
景
や
彩
り
鮮
や
か
な
モ
ミ
ジ
な
ど

植
栽
を
眺
望
で
き
る
だ
け
で
な
く
、円

形
の
ベ
ン
チ
と
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し

た
こ
と
で
、15
人
程
度
な
ら
深
緑
を
感

じ
な
が
ら
の「
青
空
ゼ
ミ
」も
開
く
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
を
機
に
、こ
れ
ま
で
足
が
向
か

な
か
っ
た
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
と
も
新
次
郎

池
を
訪
れ
て
ほ
し
い
。
日
頃
の
喧
噪
を

離
れ
イ
ヤ
ホ
ン
を
は
ず
し
て
、こ
こ
で

静
か
に
座
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？

　

今
ま
で
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
野
鳥

の
さ
え
ず
り
や
、湧
き
水
の
音
色
、木
々

を
通
る
風
の
柔
ら
か
さ
が
、だ
ん
だ
ん

と
感
じ
取
れ
る
は
ず
。

　

あ
た
ら
し
い
新
次
郎
池
は
、現
代
人

の
五
感
を
心
地
よ
く
く
す
ぐ
る
癒
や
し

の
空
間
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

変
化
に
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
際
に
歩
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
ご
納
得

い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
新
次
郎
池
周
り
は
歩
行
で
き
る
幅
も

狭
く
、濡
れ
て
滑
っ
た
り
、途
中
か
ら
は

む
き
出
し
の
地
面
で
散
策
路
が
途
切
れ
、

階
段
の
幅
も
狭
く
急
角
度
で
危
険
だ
っ

た
が
、今
回
、足
元
も
濡
れ
る
こ
と
な

く
、か
つ
安
全
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、池
周

り
に
配
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
よ
っ
て
、

訪
れ
る
人
は
ゆ
っ
た
り
座
っ
て
池
を
眺

め
た
り
、「
湧
水
ポ
イ
ン
ト
」で
直
接
水

に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
、

に
新
次
郎
池
に
湧
き
出
て

い
る
の
か
と
い
う〈
地
下

ル
ー
ト
〉を
完
璧
に
調
べ

上
げ
た
。
そ
し
て
、
現
在

の
湧
水
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の

経
路
で
目
詰
ま
り
を
起
こ

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を

横
ボ
ー
リ
ン
グ
で「
水
通

し
」良
く
し
た
。
さ
ら
に
、

地
下
水
の
湧
出
ポ
イ
ン

ト
と
池
底
の
深
さ
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
わ
か
っ
た
の
で
、

池
を
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫し
て
掘
り
下
げ

る
と
と
も
に
、護
岸
か
ら

漏
水
し
て
い
た
穴
を
塞
ぐ

な
ど
の
手
当
て
を
し
た
。

工
夫
の
数
々
を
書
き
出
す

と
切
り
が
な
い
が
、と
も
か
く
も（
昨
年

は
雨
が
多
か
っ
た
影
響
も
あ
る
）、池
は

満
水
を
維
持
し
て
、堰
か
ら
こ
ぼ
れ
る

清
水
が
せ
せ
ら
ぎ
を
満
た
し
、豊
か
な

流
れ
と
な
っ
て
野
川
へ
と
注
ぎ
込
む
風

景
が
再
現
し
た
。
今
後
こ
の
流
れ
が
維

持
で
き
れ
ば
、ホ
タ
ル
の
育
成
も
可
能

に
な
ろ
う
。

　

極
め
つ
き
は
、武
蔵
野
面
の
５
号
館

の
脇
か
ら
新
次
郎
池
に
至
る
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
調
の
散
策
路
の
整
備
と
池
周
り

の
親
水
化
、見
晴
ら
し
デ
ッ
キ
の
整
備

で
あ
る
。
事
業
後
を
初
め
て
見
る
方
は
、

て
い
た
南
門
か
ら
進
一
層
館
方
面
に
上

る
西
側
の
階
段
を
全
面
改
築
す
る
こ
と

と
な
っ
た（
道
幅
も
広
く
歩
き
や
す
い

段
差
に
な
っ
た
こ
の
坂
道
は「
向
井
坂
」

と
命
名
さ
れ
て
い
る
）。

　�

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す          

癒
や
し
の
場    

　

最
後
に
、事
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
た
い
。
ま
ず
、
新
次
郎
池
の
湧
水
確

保
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
野
面
キ
ャ
ン
パ

ス
の
地
面
に
超
音
波
測
定
装
置
を
当
て

て
地
下
20
ｍ
ま
で
の「
水
み
ち
」の
動
き

を
探
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
、ど
こ
に

地
下
の
水
溜
ま
り
が
あ
り
、ど
の
よ
う

ライトアップされた新次郎池

森の回廊

9 東京経済大学報　2020年度　第53巻　第2号 8東京経済大学報　2020年度　第53巻　第2号



L i b r a r y  E v e n t s
　
東
京
経
済
大
学
図
書
館
で
は
、本
　

学
創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
講
演
会
と
貴
重
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
展
示
を
開
催
し
た
。
講

演
会
は
、CO

V
ID

 -

19
感
染
防
止
の

た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ラ
イ
ブ
配
信
と

し
た
。
講
演
会
は
11
月
7
日（
土
）の

午
後
1
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、進
行

は
本
学
名
誉
教
授
の
橋
谷
弘
先
生

で
、約
2
時
間
行
な
わ
れ
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
戸
邉
秀
明（
全
学
共
通

教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）「
東
京
経
済

大
学
図
書
館
の
歴
史
―
1
2
0
年

の
歩
み
と
と
も
に
―
」、
新
井
勝
紘

（
元
専
修
大
学
教
授
）「
半
世
紀
前
の

体
験
が
私
の
原
点
―
五
日
市
憲
法
・

色
川
ゼ
ミ
・
図
書
館
―
」、村
上
勝
彦

（
東
京
経
済
大
学
名
誉
教
授
）「
本

学
所
蔵
の
貴
重
和
書
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
―
三

橋
、
桜
井
、
四
方

の
3
文
庫
―
」
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
規

模
の
講
演
会
を
一

般
向
け
に
ラ
イ
ブ

配
信
す
る
試
み
は

始
め
て
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
緊
張
し

た
が
、
事
務
方
の

用
意
周
到
の
準
備

の
お
か
げ
で
無
事

終
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
参
加
申
込
者
は

1
0
6
名
で
あ
っ

た
。
申
込
者
の
4

割
強
が
本
学
卒

業
生
だ
っ
た
こ
と
は
心
強
い
限
り

で
あ
る
。
他
方
3
割
近
く
が
本
学

関
係
者
以
外
の
方
だ
っ
た
。
さ
ら

に
北
海
道
か
ら
山
口
県
ま
で
全
国

幅
広
い
地
域
か
ら
申
込
み
を
い
た

だ
い
た
。
従
来
の
会
場
形
式
と
比

較
し
て
、
よ
り
幅
広
い
皆
様
に
講

演
会
を
視
聴
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
と

し
て
、
桜
井
義
之
文
庫
の
錦
絵
全

1
3
2
点
の
う
ち
36
点
を
10
月
22
日

（
木
）か
ら
11
月
19
日（
木
）の
期
間
で

図
書
館
1
階
に
て
特
別
公
開
し
た
。

こ
れ
は
申
込
み
不
要
か
つ
入
場
無
料

で
行
わ
れ
た
が
、
時
節
柄
、
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
入
構
の
際
に
検
温
と
消
毒

の
う
え
、学
外
者
に
は
氏
名
と
住
所

を
記
入
し
て
も
ら
い
、マ
ス
ク
着
用

で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
以
上
の
二
つ
の
事
業
の
他
、
貴

重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
事
業
も
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
紹

介
し
た
い
。
2
0
1
9
年
度
に
お

い
て「
三
橋
文
庫
目
録
」を
デ
ジ
タ

ル
化
し
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開

し
た
。
ま
た
今
年
度
は「
桜
井
義
之

文
庫
」に
所
収
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
関

係
錦
絵
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
て
11
月
6
日
に
一
般
公

開
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
し
た
も
の

よ
り
、格
段
と
鮮
明
な
画
像
を
提
供

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
橋
谷
弘
名
誉
教
授
の
ご

尽
力
に
よ
り
詳
細
な
メ
タ
デ
ー
タ

（
書
誌
デ
ー
タ
）が
整
備
さ
れ
、画
像

を
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、歴
史
資

料
と
し
て
の
活
用
に
関
す
る
利
便

性
が
格
段
に
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に

続
い
て
、「
桜
井
義
之
文
庫
」
お
よ

び「
四
方
博
朝
鮮
文
庫
」に
所
収
さ

れ
て
い
る
写
真
集
や
絵
葉
書
な
ど

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
も
2
0
2
1
年
3
月

公
開
を
め
ざ
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
一
連
の
企
画
は
、貴
重

書
等
を
死
蔵
す
る
こ
と
な
く
、
広

く
一
般
に
活
用
し
て
も
ら
う
と
い

う
図
書
館
の
重
要
な
社
会
的
使
命

を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
自
負
し

て
い
る
。

・
講
演
会
「
東
京
経
済
大
学
図
書
館
の
歴
史
と
未
来
」

・
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
桜
井
義
之
文
庫
『
錦
絵
』」
特
別
展
示

・
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　    

図
書
館
長
　
米
山 

高
生

戸邉秀明 氏

新井勝紘 氏

創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業

図
書
館
の
取
り
組
み

　https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000719tkudb　（PC 画面）

（スマートフォン用画面）
※ PC 画面の表示と異なります。 村上勝彦 氏
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L i b r a r y  E v e n t s
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催
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イ
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史
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シ
ョ
ン
の
中
心
は
移
行
し
ま
し
た
。
同

時
に
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、人
間
、商

品
、情
報
の
国
境
を
越
え
た
移
動
を
促

進
す
る
社
会
基
盤
と
も
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、私
た
ち
が
現
在
直
面
す
る
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、メ
デ
ィ
ア
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
不
可
分
の
か
た

ち
で
進
行
し
て
き
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
も
、こ
の
よ
う
な
社
会
状
況

に
対
応
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
拡
充
し

て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
３
コ
ー
ス

制
に
し
、「
メ
デ
ィ
ア
」「
企
業
」に
加
え

て「
グ
ロ
ー
バ
ル
」コ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
は
安

定
し
た
学
生
の
希
望
を
集
め
、現
在
で

は
本
学
の「
学
修
時
間
・
教
育
の
成
果

等
に
関
す
る
調
査
」（
２
０
１
８
年
度
）

等
も
示
す
よ
う
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
学
生
は
高
い
海
外
志
向
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

ふ
ま
え
、グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
を
発
展

　

現
在
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で

は
、現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
1
学

部
1
学
科
体
制
か
ら
、２
０
２
２
年
４

月
の「
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
」（
仮
称
）

と「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」

（
仮
称
）の
1
学
部
2
学
科
体
制
へ
と

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、

１
９
９
５
年
４
月
に
国
内
で
初
め
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
冠
し
た

学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
」、「
メ
デ
ィ
ア
学
」の

領
域
で
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
そ
の
研

究
力
、教
育
力
を
高
く
評
価
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
従
来
の
新
聞
や
テ
レ
ビ

を
中
心
と
し
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
モ
バ

イ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
へ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

皮
肉
に
も
２
０
２
０
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
マ
ス
ク
が
不

足
し
た
り
、旅
行
や
仕
事
で
の
海
外
と

の
行
き
来
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
り

す
る
な
ど
、国
境
を
越
え
た
モ
ノ
や
ヒ

ト
の
移
動
が
止
ま
る
こ
と
で
、い
か
に

私
た
ち
の
日
常
生
活
が
世
界
と
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
を
逆
に
痛
感
さ
せ
ら

れ
る
一
年
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
同
時
に
長
い
目
で
見
れ
ば
今

後
も
着
実
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
は

回
復
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し

て
メ
デ
ィ
ア
が
世
界
を
つ
な
ぐ
必
須
の

基
盤
で
あ
る
こ
と
も
、誰
も
が
ま
た
改

め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
社
会
環
境
に
対
応
し
た
教
学
体

制
づ
く
り
に
、大
学
の
ご
理
解
も
い
た

だ
き
学
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

的
に
改
組
し
た
学
科
を
設
置
す
る
こ

と
で
、さ
ら
な
る
学
生
の
希
望
に
応
え

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

本
学
部
の
伝
統
で
も
あ
る「
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
学
び
に

つ
い
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
を
名
称
変
更
予
定
の「
メ
デ
ィ
ア
社

会
学
科
」（
仮
称
）が
今
後
も
担
う
予
定

で
す
。
一
方
で
、
今
回
新
設
を
構
想
中

の「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」

（
仮
称
）で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
現
代
社
会
を
理
解
す
る
う
え
で
重

要
な「
移
動
／
モ
ビ
リ
テ
ィ
」と
い
う

観
点
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、

海
外
を
中
心
と
し
た
異
文
化
体
験
へ

の
参
加
を
必
修
と
す
る
予
定
で
す（
な

お
内
外
の
情
勢
も
ふ
ま
え
、国
内
や
オ

ン
ラ
イ
ン
等
を
通
じ
た
体
験
機
会
も

設
置
予
定
）。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
基

礎
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
柔
軟
な
異
文
化
対
応
力
を
備
え

た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

2
学
科
体
制
構
想
に
関
し
て（
設
置
構
想
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　

          

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長　

山
田 

晴
通

2
0
2
0
年
を
起
点
と
し
た

「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構
想
」の
策
定
に
つ
い
て

副
学
長　

竹
内 

秀
一

副
学
長　

竹
内 

秀
一

　
「
進
一
層
」「
責
任
と
信
用
」と
い
う
現
在

明
示
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
建
学
の
理
念
」

と
併
せ
、「
豊
か
で
公
正
な
社
会
」と「
多
様

性
を
尊
重
す
る
世
界
」へ
の
寄
与
、「
開
か
れ

た
批
判
的
精
神
」
と「
自
主
自
立
の
精
神
」

の
重
視
、「
堅
実
な
る
品
性
」と「
良
識（
コ

モ
ン
セ
ン
ス
）」の
涵
養
、と
い
っ
た
諸
理
念

を
再
認
識
し
た
う
え
で
、ゼ
ミ
を
主
軸
と
し

た
能
動
的
・
自
主
的
な
学
び
に
力
点
を
置
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
転
換
、「
文
理
融
合
型

教
育
」の
導
入
、
英
語
教
育
等
の
強
化
・
充

実
、学
術
交
流
・
研
究
成
果
発
信
の
場
の
新

設
、地
域
連
携
・
社
会
貢
献
の
推
進
な
ど
数

多
く
の
改
革
案
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、学
長
が「
本
答
申
に
は

実
際
に
す
ぐ
に
着
手
で
き
る
提
言
、時
間
を

か
け
て
検
討
す
る
提
言
等
が
混
在
し
て
い

る
」と
判
断
さ
れ
た
た
め
、2
0
2
0
年
7

月
2
日
に
新
構
想
具
現
化
検
討
委
員
会（
委

員
長
の
私
を
含
む
教
員
11
名
と
職
員
2
名

か
ら
構
成
、以
下「
具
現
化
委
員
会
」）が
新

た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
学
長
か
ら「
本
答

申
で
提
起
さ
れ
た
改
革
案
に
つ
い
て
実
現
可

能
性
と
い
う
面
か
ら
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

新
構
想
案
を
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
」と
の

指
示
が
具
現
化
委
員
会
に
対
し
て
あ
り
、改

革
案
の
重
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
、①
ゼ
ミ

を
主
軸
と
し
た
能
動
的
・
自
主
的
な
学
び
に

力
点
を
置
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
転
換
、②

英
語
教
育
等
の
強
化
・
充
実
、③
本
学
に
ふ

さ
わ
し
い「
文
理
融
合
型
教
育
」の
導
入
、そ

し
て
④
大
学
院
の
改
革
に
つ
い
て
、優
先
的

に
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、具
現
化
委
員
会
の
下
に
４
つ
の

作
業
部
会「
ゼ
ミ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
作

業
部
会
」「
多
文
化
共
生
作
業
部
会
」「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
作
業
部
会
」「
大
学
院

教
学
改
革
検
討
作
業
部
会
」を
設
置
し
、具

体
案
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
４
項

目
以
外
に
も
研
究
、
国
際
化
、
地
域
連
携
・

社
会
貢
献
の
各
分
野
に
お
い
て
有
益
な
提

案
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
具
現
化
委
員
会
で
議
論
を
進
め
、実
現
可

能
な
具
体
案
と
し
て
整
理
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、2
0
2
1
年
度
か
ら
始
ま
る
本

学
の
第
二
次
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、策
定

委
員
会
の
答
申
で
提
言
さ
れ
た
内
容
が
、具

現
化
委
員
会
に
お
い
て
実
現
可
能
な
改
革

案
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
れ
ば
、2
0
2
0
年

を
起
点
と
し
た「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構

想
」と
し
て
、そ
れ
を
組
み
込
む
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

A
I
時
代
を
迎
え
産
業
構
造
・
就
業
構

造
の
変
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、大
学
に
お
い

て
も
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、岡
本
英
男

学
長
か
ら「『
質
の
高
い
個
性
あ
る
大
学
』と

し
て
の
社
会
的
評
価
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

『
東
京
経
済
大
学
と
は
ど
の
よ
う
な
大
学

な
の
か
』と
い
う
原
点
を
確
認
し
、『
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
教
育
』を
実

践
す
る
大
学
と
し
て
、今
後
目
指
す
べ
き
大

学
像
、目
指
す
べ
き
学
生
像
を
提
示
し
、そ

の
実
現
に
向
け
て
全
学
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
」と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、「
建
学
の
理
念
で
あ
る『
進
一
層
』

の
精
神
で
も
っ
て
こ
の
大
き
な
波
を
乗
り
越

え
、中
規
模
大
学
と
し
て
の
個
性
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
明
確
に
し
、全
国
の
有
力
大
学
と

し
て
の
地
位
、そ
し
て
東
京
・
多
摩
を
代
表

す
る
大
学
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、本
学
の
2
0
2
0
年
以

降
の
中
長
期
的
な
将
来
構
想
に
つ
い
て
ご
検

討
い
た
だ
き
、で
き
れ
ば
広
範
で
斬
新
な
構

想
、ア
イ
デ
ア
を
提
起
し
て
も
ら
い
、提
言

と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
」と
い
う

内
容
で
、学
長
が
新
構
想
策
定
委
員
会（
委

員
長
の
麻
生
博
之
教
授
を
含
む
教
員
11
名

と
職
員
５
名
か
ら
構
成
、以
下「
策
定
委
員

会
」）に
対
し
て
諮
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
会
は
、2
0
1
9
年
5
月
15

日
付
の
上
記
の
諮
問
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
、2
0
2
0
年
4
月
8
日
に
学
長
宛
て

に
新
構
想
策
定
委
員
会
答
申（
以
下「
答

申
」）を
提
出
し
ま
し
た
。
本
答
申
に
お
い
て

は
、「
東
京
経
済
大
学
と
は
ど
ん
な
大
学
な

の
か
」と
い
う
原
点
を
確
認
し
、「
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
教
育
」を
実
践

す
る
大
学
と
し
て
、そ
の
最
良
の
部
分
を
再

認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、こ
れ
に
加
え
て

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
質
的
転
換
へ
の
対
応
も

念
頭
に
置
き
、新
構
想
は
、教
育
、研
究
、社

会
貢
献
、
国
際
連
携
等
の
教
学
面
を
中
心

と
し
た
各
領
域
に
お
い
て
、目
指
す
大
学
像
、

目
指
す
学
生
像
を
提
示
し
、そ
の
実
現
に
向

け
て
全
学
的
に
取
り
組
む
べ
き
提
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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シ
ョ
ン
の
中
心
は
移
行
し
ま
し
た
。
同

時
に
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、人
間
、商

品
、情
報
の
国
境
を
越
え
た
移
動
を
促

進
す
る
社
会
基
盤
と
も
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、私
た
ち
が
現
在
直
面
す
る
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、メ
デ
ィ
ア
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
と
不
可
分
の
か
た

ち
で
進
行
し
て
き
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
も
、こ
の
よ
う
な
社
会
状
況

に
対
応
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
拡
充
し

て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を
３
コ
ー
ス

制
に
し
、「
メ
デ
ィ
ア
」「
企
業
」に
加
え

て「
グ
ロ
ー
バ
ル
」コ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
は
安

定
し
た
学
生
の
希
望
を
集
め
、現
在
で

は
本
学
の「
学
修
時
間
・
教
育
の
成
果

等
に
関
す
る
調
査
」（
２
０
１
８
年
度
）

等
も
示
す
よ
う
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
学
生
は
高
い
海
外
志
向
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

ふ
ま
え
、グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
を
発
展

　

現
在
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
で

は
、現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
1
学

部
1
学
科
体
制
か
ら
、２
０
２
２
年
４

月
の「
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
」（
仮
称
）

と「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」

（
仮
称
）の
1
学
部
2
学
科
体
制
へ
と

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
、

１
９
９
５
年
４
月
に
国
内
で
初
め
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
冠
し
た

学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
」、「
メ
デ
ィ
ア
学
」の

領
域
で
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
そ
の
研

究
力
、教
育
力
を
高
く
評
価
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
従
来
の
新
聞
や
テ
レ
ビ

を
中
心
と
し
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
モ
バ

イ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
へ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

皮
肉
に
も
２
０
２
０
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
マ
ス
ク
が
不

足
し
た
り
、旅
行
や
仕
事
で
の
海
外
と

の
行
き
来
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
り

す
る
な
ど
、国
境
を
越
え
た
モ
ノ
や
ヒ

ト
の
移
動
が
止
ま
る
こ
と
で
、い
か
に

私
た
ち
の
日
常
生
活
が
世
界
と
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
を
逆
に
痛
感
さ
せ
ら

れ
る
一
年
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
同
時
に
長
い
目
で
見
れ
ば
今

後
も
着
実
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
は

回
復
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し

て
メ
デ
ィ
ア
が
世
界
を
つ
な
ぐ
必
須
の

基
盤
で
あ
る
こ
と
も
、誰
も
が
ま
た
改

め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
社
会
環
境
に
対
応
し
た
教
学
体

制
づ
く
り
に
、大
学
の
ご
理
解
も
い
た

だ
き
学
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

的
に
改
組
し
た
学
科
を
設
置
す
る
こ

と
で
、さ
ら
な
る
学
生
の
希
望
に
応
え

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

本
学
部
の
伝
統
で
も
あ
る「
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
学
び
に

つ
い
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
を
名
称
変
更
予
定
の「
メ
デ
ィ
ア
社

会
学
科
」（
仮
称
）が
今
後
も
担
う
予
定

で
す
。
一
方
で
、
今
回
新
設
を
構
想
中

の「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」

（
仮
称
）で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
現
代
社
会
を
理
解
す
る
う
え
で
重

要
な「
移
動
／
モ
ビ
リ
テ
ィ
」と
い
う

観
点
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、

海
外
を
中
心
と
し
た
異
文
化
体
験
へ

の
参
加
を
必
修
と
す
る
予
定
で
す（
な

お
内
外
の
情
勢
も
ふ
ま
え
、国
内
や
オ

ン
ラ
イ
ン
等
を
通
じ
た
体
験
機
会
も

設
置
予
定
）。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
基

礎
的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
柔
軟
な
異
文
化
対
応
力
を
備
え

た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

2
学
科
体
制
構
想
に
関
し
て（
設
置
構
想
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　

          

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長　

山
田 

晴
通

2
0
2
0
年
を
起
点
と
し
た

「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構
想
」の
策
定
に
つ
い
て

副
学
長　

竹
内 

秀
一

副
学
長　

竹
内 

秀
一

　
「
進
一
層
」「
責
任
と
信
用
」と
い
う
現
在

明
示
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
建
学
の
理
念
」

と
併
せ
、「
豊
か
で
公
正
な
社
会
」と「
多
様

性
を
尊
重
す
る
世
界
」へ
の
寄
与
、「
開
か
れ

た
批
判
的
精
神
」
と「
自
主
自
立
の
精
神
」

の
重
視
、「
堅
実
な
る
品
性
」と「
良
識（
コ

モ
ン
セ
ン
ス
）」の
涵
養
、と
い
っ
た
諸
理
念

を
再
認
識
し
た
う
え
で
、ゼ
ミ
を
主
軸
と
し

た
能
動
的
・
自
主
的
な
学
び
に
力
点
を
置
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
転
換
、「
文
理
融
合
型

教
育
」の
導
入
、
英
語
教
育
等
の
強
化
・
充

実
、学
術
交
流
・
研
究
成
果
発
信
の
場
の
新

設
、地
域
連
携
・
社
会
貢
献
の
推
進
な
ど
数

多
く
の
改
革
案
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、学
長
が「
本
答
申
に
は

実
際
に
す
ぐ
に
着
手
で
き
る
提
言
、時
間
を

か
け
て
検
討
す
る
提
言
等
が
混
在
し
て
い

る
」と
判
断
さ
れ
た
た
め
、2
0
2
0
年
7

月
2
日
に
新
構
想
具
現
化
検
討
委
員
会（
委

員
長
の
私
を
含
む
教
員
11
名
と
職
員
2
名

か
ら
構
成
、以
下「
具
現
化
委
員
会
」）が
新

た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
学
長
か
ら「
本
答

申
で
提
起
さ
れ
た
改
革
案
に
つ
い
て
実
現
可

能
性
と
い
う
面
か
ら
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

新
構
想
案
を
決
定
し
て
も
ら
い
た
い
」と
の

指
示
が
具
現
化
委
員
会
に
対
し
て
あ
り
、改

革
案
の
重
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
、①
ゼ
ミ

を
主
軸
と
し
た
能
動
的
・
自
主
的
な
学
び
に

力
点
を
置
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
転
換
、②

英
語
教
育
等
の
強
化
・
充
実
、③
本
学
に
ふ

さ
わ
し
い「
文
理
融
合
型
教
育
」の
導
入
、そ

し
て
④
大
学
院
の
改
革
に
つ
い
て
、優
先
的

に
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、具
現
化
委
員
会
の
下
に
４
つ
の

作
業
部
会「
ゼ
ミ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
作

業
部
会
」「
多
文
化
共
生
作
業
部
会
」「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
作
業
部
会
」「
大
学
院

教
学
改
革
検
討
作
業
部
会
」を
設
置
し
、具

体
案
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
４
項

目
以
外
に
も
研
究
、
国
際
化
、
地
域
連
携
・

社
会
貢
献
の
各
分
野
に
お
い
て
有
益
な
提

案
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
具
現
化
委
員
会
で
議
論
を
進
め
、実
現
可

能
な
具
体
案
と
し
て
整
理
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、2
0
2
1
年
度
か
ら
始
ま
る
本

学
の
第
二
次
中
期
計
画
に
つ
い
て
は
、策
定

委
員
会
の
答
申
で
提
言
さ
れ
た
内
容
が
、具

現
化
委
員
会
に
お
い
て
実
現
可
能
な
改
革

案
の
形
に
ま
と
め
ら
れ
れ
ば
、2
0
2
0
年

を
起
点
と
し
た「
10
年
後
を
見
据
え
た
新
構

想
」と
し
て
、そ
れ
を
組
み
込
む
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

A
I
時
代
を
迎
え
産
業
構
造
・
就
業
構

造
の
変
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、大
学
に
お
い

て
も
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、岡
本
英
男

学
長
か
ら「『
質
の
高
い
個
性
あ
る
大
学
』と

し
て
の
社
会
的
評
価
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

『
東
京
経
済
大
学
と
は
ど
の
よ
う
な
大
学

な
の
か
』と
い
う
原
点
を
確
認
し
、『
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
教
育
』を
実

践
す
る
大
学
と
し
て
、今
後
目
指
す
べ
き
大

学
像
、目
指
す
べ
き
学
生
像
を
提
示
し
、そ

の
実
現
に
向
け
て
全
学
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
」と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、「
建
学
の
理
念
で
あ
る『
進
一
層
』

の
精
神
で
も
っ
て
こ
の
大
き
な
波
を
乗
り
越

え
、中
規
模
大
学
と
し
て
の
個
性
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
明
確
に
し
、全
国
の
有
力
大
学
と

し
て
の
地
位
、そ
し
て
東
京
・
多
摩
を
代
表

す
る
大
学
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、本
学
の
2
0
2
0
年
以

降
の
中
長
期
的
な
将
来
構
想
に
つ
い
て
ご
検

討
い
た
だ
き
、で
き
れ
ば
広
範
で
斬
新
な
構

想
、ア
イ
デ
ア
を
提
起
し
て
も
ら
い
、提
言

と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
」と
い
う

内
容
で
、学
長
が
新
構
想
策
定
委
員
会（
委

員
長
の
麻
生
博
之
教
授
を
含
む
教
員
11
名

と
職
員
５
名
か
ら
構
成
、以
下「
策
定
委
員

会
」）に
対
し
て
諮
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
会
は
、2
0
1
9
年
5
月
15

日
付
の
上
記
の
諮
問
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
、2
0
2
0
年
4
月
8
日
に
学
長
宛
て

に
新
構
想
策
定
委
員
会
答
申（
以
下「
答

申
」）を
提
出
し
ま
し
た
。
本
答
申
に
お
い
て

は
、「
東
京
経
済
大
学
と
は
ど
ん
な
大
学
な

の
か
」と
い
う
原
点
を
確
認
し
、「
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
教
育
」を
実
践

す
る
大
学
と
し
て
、そ
の
最
良
の
部
分
を
再

認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、こ
れ
に
加
え
て

社
会
的
ニ
ー
ズ
の
質
的
転
換
へ
の
対
応
も

念
頭
に
置
き
、新
構
想
は
、教
育
、研
究
、社

会
貢
献
、
国
際
連
携
等
の
教
学
面
を
中
心

と
し
た
各
領
域
に
お
い
て
、目
指
す
大
学
像
、

目
指
す
学
生
像
を
提
示
し
、そ
の
実
現
に
向

け
て
全
学
的
に
取
り
組
む
べ
き
提
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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Information
 東 経 大 T O P I C S  

陸上競技部 大川歩夢選手が
箱根駅伝に出場 
関東学生連合チームで復路の6区を見事に走破
　2021年1月2日（土）～3日（日）に開催された第97回東京箱
根間往復大学駅伝競走で、東京経済大学陸上競技部の大川歩
夢さん（経済2年）が関
東学生連合チームの
選手として山下りの6
区に出場しました。本
学の選手が箱根路を
走るのは2016年の吉
村匠 さ ん（2016経営
卒）以来2度目です。
　 当日 の 早 朝 は 小
雪が舞う時間帯もあ
りました が、スタ ー
ト時間には青空も垣間見れ体感温度も低くなく無風の
状態で絶好の駅伝日和でした。
　大川選手は、2020年10月17日（土）に陸上自衛隊立
川駐屯地で行われた箱根駅伝予選会を1時間03分09
秒で走破。今回の箱根6区のタイムは1時間00分04秒
で区間14位相当でした。1時間切りを目標としていた大
川選手は、ゴール後に「攻めることも競うこともできず
ただただ悔しい。レベルの違いを感じた。やり残したこと
があるので箱根をもう1度走りたい」とコメントしました。
また陸上競技部の上
阪哲也総監督 は「 箱
根駅伝に大川が出場
することで見えた課
題 を 部 に 持 ち 帰り、
今度はチームで出場
を目指したい」と、次
の目標に向かって決
意を語りました。
　応援いただきまし
た皆様、ありがとうご
ざいました。

金鉉玉ゼミがアカウンティング
コンペティションで最優秀賞を獲得
　2020年12月13日（日）にZoomを用いて行われた「アカ
ウンティングコンペティション」にて、経営学部の金鉉玉
ゼミナールの「決算期変更に関する研究」について発表を
行ったチームが、事例理論研究分野で最優秀賞と学生最多
得点賞を獲得しました。アカウンティングコンペティショ
ンは、今年で5回目の開催で、今年度は20大学30ゼミナー
ル54チームが実践研究分野、実証研究分野、事例理論研究
分野の3分野で発表を行いました。

石川雅也ゼミが日銀グランプリで
敢闘賞を受賞
　2020年12月19日（土）、日本銀行が主催する「第16回 日
銀グランプリ～キャンパスからの提言～」の決勝大会が
日本銀行で開催されました。予選から勝ち上がった5チー
ムが出場し、経済学部の石川雅也ゼミナールのチームは「あ
つまれ六次産業化ホールディングス～若者の就農と定着に
向けた、現状調査と持株会社の提案～」というタイトルで
プレゼンを行い、敢闘賞を受賞しました。

2020年度9月卒業式挙行　　　
～89名がそれぞれの道へ～
　2020年9月15日（火）、2020年度9月卒業式を行いまし
た。今年度は学部・大学院合わせて89名がそれぞれの道へ
進みました。
　新型コロナウイルス感染症予防の観点から例年の学位記
授与式を実施せず、学部・研究科ごとに大教室に分かれ、学
部長・研究科委員長より学位記授与のみ実施しました。
　第1学期が遠隔授業となっていたことや、大学までの通
学による感染リスクを懸念したためか当日の出席者はわず
かでしたが、出席した経営学部卒業生の一人は、「このよう
な状況の中であって
も、工夫した形で卒
業式を実施してくれ
て感謝している。学
生生活の最後にキャ
ンパスに来ることが
できてよかった」と
話していました。

第121回葵祭をオンライン　　　
開催しました
　東京経済大学の大学祭である葵祭（あおいさい）が、2020
年10月31日（土）～11月1日（日）の2日間オンラインにて
開催されました。新型コロナウイルス感染症の影響により、
例年のようなキャンパス内での開催は難しく、実行委員の
学生が検討を重ねオンラインでの開催に踏み切りました。
　開催主体である学生団体の葵祭実行委員会ｗｅｂサイト
にて、新入生向けの交流イベントやサークル・ゼミ紹介、投
票制のコーディネートバトル、お笑い芸人ライブ等が実施
されました。準備期
間の短い中、少しで
も地域の方や在学生、
本学に興味を持って
いる方々に向けて情
報発信ができればと
いう思いの詰まった
大学祭となりました。
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）

杉
山　

潔	

様	

（
昭
62
）

藤
田　

到	

様	

（
昭
62
）

	

〔
二
万
円
〕

宇
田
川　

浩
司	

様	

（
昭
63
）

谷
津　

正
之	

様	

（
昭
63
）

	

〔
三
万
円
〕

木
俣　

博
史	

様	

（
平
01
）

佐
藤　

弘
美	

様	

（
平
01
）

	

〔
二
万
円
〕

節
田　

ひ
ろ
み	

様	

（
平
01
）

丸
山　

直
之	

様	

（
平
01
）

遠
藤　

孝
彦	

様	

（
平
02
）

新
原　

忠
正	

様	

（
平
02
）

長
谷
部　

英
樹	

様	

（
平
02
）

山
本　

浩
平	

様	

（
平
02
）

竹
内　

竜
也	

様	

（
平
04
）

	

〔
二
万
円
〕

濱
野　

人
行	

様	

（
平
04
）

佐
藤　

達
夫	

様	

（
平
05
）

鈴
木　

洋
敬	

様	

（
平
06
）

	

〔
三
万
円
〕

雪
元　

直
介	

様	

（
平
07
）

鈴
木　

哲
也	

様	

（
平
09
）

溝
口　

泰
弘	

様	

（
平
09
）

荒
木　

一
仁
・
三
佳　

様

	
	  （

平
10
・
11
）

高
橋　

優
理
子	

様	

（
平
22
）

本
多　

剛	

様	

（
平
22
）

植
村　

渉	

様	

（
平
23
）

野
口　

翔
平	

様	

（
平
25
）

林　
　

昂
弘	

様	

（
平
26
）

松
山　

和
生	

様	

（
平
26
）

匿　
　

名	

様　

  

9
名

●
六
千
円

匿　
　

名	

様　

  

1
名

●
五
千
四
〇
〇
円

星
野　

満	

様	

（
昭
33
）

	

〔
二
万
一
六
〇
円
〕

●
五
千
円

三
谷　

武	

様	

（
昭
31
）

木
村　

浩
通	

様	

（
昭
38
）

東
園　

勝
明	

様	

（
昭
39
）

宇
多
川　

紀
之	

様	

（
昭
41
）

窪
島　

利
行	

様	

（
昭
41
）

永
橋　

正
彦	

様	

（
昭
41
）

	

〔
一
万
円
〕

竹
島　

文
彦	

様	

（
昭
45
）

	

〔
一
万
五
千
円
〕

佐
藤　

芳
久	

様	

（
昭
48
）

	

〔
一
万
五
千
円
〕

原
田　

鋲
男	

様	

（
昭
51
）

	

〔
二
万
五
千
円
〕

清
水　

登	

様	

（
昭
56
）

	

〔
一
万
円
〕

宇
田
川　

明
生	

様	

（
昭
60
）

匿　
　

名	

様　

  

4
名

●
三
千
円

笠
井　

孝
雄	

様	

（
昭
20
）

北
岡　

憲
一	

様	

（
昭
42
）

匿　
　

名	

様　

  

1
名

●
二
千
四
〇
〇
円

西
端　

国
輝	

様	

（
昭
38
）

	

〔
七
千
四
〇
〇
円
〕

●
二
千
円

磯
部　

昭
子	

様	

（
昭
39
）

伊
藤　

英
徳	

様	

（
昭
41
）

	

〔
一
万
二
千
円
〕

橋
本　

祐
一	

様	

（
平
10
）

●
千
円

寺
嶋　

勇	

様	

（
昭
44
）

	

〔
二
千
円
〕

吉
岡　

律	

様	

（
平
01
）

	

〔
六
千
二
〇
円
〕

奥
沢　

祐
介	

様	

（
平
02
）

	

〔
八
千
円
〕

髙
橋　

彰 	

様	

（
平
05
）

半
澤　

武	

様	

（
平
17
）

匿　
　

名	

様　

  

1
名

●
六
二
六
円

佐
藤　

善
彦	

様	

（
昭
57
）

卒
業
生
団
体

●
五
〇
万
円

葵
友
会　

大
分
県
支
部	

様

●
一
〇
万
円

葵
友
会　

山
口
県
支
部　

　

下
関
ブ
ロ
ッ
ク
会	

様

●
五
万
円

葵
友
会　

静
岡
支
部	

様

●
一
万
五
千
円

葵
友
会　

阪
神
支
部	

様

	

　
　
　
　
　
〔
一
一
万
五
千
円
〕

●
一
万
円

葵
友
会　

武
蔵
野
支
部	

様

	

〔
九
万
円
〕

●
四
千
円

葵
友
会
2
0
2
0
年

　

午
餐
会
有
志	

様

在
学
生
父
母

●
一
〇
万
円

東　
　

浩
司　
　

様

●
五
万
円

関
口　

宗
太　
　

様�

〔
一
一
万
円
〕

●
三
万
円

藤
田　

和
司　
　

様

山
本　

幸
子　
　

様�

〔
六
万
円
〕

●
二
万
円

籾
山　

英
一　
　

様�

〔
三
万
円
〕

●
一
万
円

市
川　

良
隆　
　

様

井
出　

毅　
　
　

様�〔
二
万
五
千
円
〕

尾
西　

敬
一　
　

様�

〔
二
万
円
〕

尾
西　

千
枝
子　

様�

〔
二
万
円
〕

楠
瀨　

麻
美　
　

様

郡　
　

慎
一
郎　

様

関　
　

雅
光　
　

様�

〔
二
万
円
〕

中
野　

和
彦　
　

様

長
谷
川　

直
樹　

様

原　
　

修　
　
　

様�

〔
三
万
円
〕

原　
　

幸
雄　
　

様

松
永　

智
美　
　

様

村
田　

勝
則　
　

様�

〔
二
万
円
〕

森
田　

明　
　
　

様

匿　
　

名　
　
　

様　

  

７
名	

●
五
千
円

匿　
　

名　
　
　

様　

  

１
名	

一
般

●
一
〇
〇
〇
万
円

秦
野　

壽
和　
　

様

●
二
〇
万
円

毛
利　

靖
子　
　

様�

〔
七
〇
万
円
〕

●
一
〇
万
円

鈴
木　

敏
雄　
　

様

●
五
万
円

匿　
　

名　
　
　

様　

  

１
名	

●
三
万
一
〇
〇
円

黒
坂　

光
喜　
　

様

�

〔
九
万
一
六
〇
〇
円
〕

●
二
万
円

中
村　

俊
雄　
　

様

●
一
万
円

川
﨑　

守　
　
　

様

増
田　

保
武　
　

様

匿　
　

名　
　
　

様　

  

４
名	

法
人
役
員
／
教
職
員

●
一
〇
〇
万
円

菅
原　

寛
貴　
　

様�〔
三
三
〇
万
円
〕

●
一
二
万
円

匿　
　

名　
　
　

様　

  

１
名	

●
一
〇
万
円

関
口　

和
代　
　

様�

〔
二
〇
万
円
〕

武
末　

直
子　
　

様�〔
一
二
〇
万
円
〕

角
田　

浩
司　
　

様

匿　
　

名　
　
　

様　

  

１
名	

●
七
万
円

匿　
　

名　
　
　

様　

  

１
名	

　ご寄付を追加された場合は、累計額により再度掲載いたします。
　誌面の都合上、120周年スポーツ・文化振興募金、および2020年3月1日
以降のご寄付につきましては、別途、芳名録に掲載させていただきます。
　今後とも、皆様のお力添えをいただきたく、よろしくお願い申し上げます。

校友センター　創立120周年記念事業募金室

TEL: 042-328-6100　 FAX: 042-328-8028　 Email： bokin@s.tku.ac.jp

写真左から
陸上競技部部長・北山聡准教授 ／ 大川選手 ／ 上阪総監督

大川歩夢選手。シューズは陸上競技部の同志からの
プレゼント。
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陸上競技部・
大
お お か わ

川歩
あ ゆ む

夢選手
関東学生連合チーム
メンバーとして
箱根駅伝
６区を走破！

経済
2年（ )

■ ご寄付いただける書籍が次のとおり変更されました。 
�・ISBN（国際標準図書番号）が付与された2010年以降発行の書籍
・��ISBN（国際標準図書番号）が付与された2010年以前発行の書籍で、 

かつ古本募金提携業者の「おためし査定」サイトにて「買取価格」に値段がついているもの

■ �電話申込代行
�制度変更により、提携業者の電話受付は廃止され、WEB申込のみとなりました。 
WEB申込のご利用が難しい方には、本学図書館が電話による代行申込を受け付けます。

■ �「書籍寄付受領書」の送付方法が郵送からメール送信に変更されました。

Ｔ Ｋ Ｕ 古 本 募 金 サ イト が
リ ニ ュ ー ア ル し ま し た！

東京経済大学　図書課
TEL : 042-328-7764　E-mail : library@s.tku.ac.jp

東京経済大学　経理課
TEL : 042-328-7737　E-mail : keiri@s.tku.ac.jp

2017年12月に始動しました「TKU古本募金」
プロジェクトは、2020年12月31日現在、272件・
900,149円（累計）のご寄付をいただきました。

みなさまのご厚情に深く
感謝申し上げます。  

創立120 周年記念事業募金寄付者の顕彰
御芳名を刻銘し、末永く顕彰させていただきます。

● 個人の方 ・・・ 1 万円以上
● 法人の方 ・・・100 万円以上
● 団体の方 ・・・ 30 万円以上

  （ご希望により匿名扱いも承ります）
創立120周年記念事業募金受付は、2021年3月末日までです。皆様からの一層のご協力をお願いいたします。

写真は進一層館改修工事寄付者御芳名板です。
このような芳名板を作製予定です。

上のQRコードから、
ぜひご回答をお願いします。

アンケートにお答えいただいた方の中
から抽選で10名様に粗品（東経大グッ
ズ）をプレゼントさせていただききます。

※コロナ禍のため2020年5月～10月は申込受付を停止しておりました。

● �東京経済大学 大学報
第53巻第2号（新春号）�
 アンケート

コロナ禍の影響により、古本募金制度に下記の変更があります。

TKU 古本募金に関するお問い合わせ

寄付・免税措置に関するお問い合わせ

名誉教授の称号授与式、 
新たに４名に名称を贈呈
２０２０年９月２９日（火）、名
誉教授の称号授与式を学長
室で行い、岡本英男学長よ
り出席された３名の先生方
一人ひとりに、稱号記（しょ
うごうき）が手渡されまし
た。今年度名誉教授の称号
を贈られたのは、次の４名
の先生方で、長年にわたり本学に貢献された実績を称え名称
が贈呈されました。例年は５月に実施される当授与式ですが、
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、９月の実施と
なりました。

・余
あ ま べ

部　福
ふくぞう

三  名誉教授
１９８７年から３３年間、授業では外国史などを担当され、全学
共通教育センター長をはじめとする要職を歴任されました。

・小
こ じ ま

島　 寛
　ゆたか

 名誉教授
１９７９年から４１年間、授業では経済発展の理論などを担当さ
れ、経済学研究科委員長を務められました。

・陣
じんない

内　良
よしあき

昭  名誉教授
１９８４年から３６年間、授業では財務会計論などを担当され、
経営学部長、副学長をはじめとする要職を歴任され、会計
プロフェッショナルプログラムの運営にもご尽力されました。

・武
たけわき

脇　 誠
　まこと

 名誉教授
１９９６年から２３年間、授業では管理会計論などを担当され、
経営学部長のほか、会計プロフェッショナルプログラム座長
としてご尽力されました。
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詳しい情報は上記の
QRコードをご覧ください

古本募金について

写真左から
余部先生 ／ 岡本学長 ／ 小島先生／ 陣内先生
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